
 

  
平成29年第３回定例会    

嬬 恋 村 議 会 会 議 録 
 

 

平成 2 9年６月６日  開会 

平成 2 9年６月 1 6日  閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬬 恋 村 議 会 



 

平成２９年第３回嬬恋村議会定例会会議録目次 

 

  第 １ 号 （６月６日） 

○議事日程………………………………………………………………………………………………１ 

○本日の会議に付した事件……………………………………………………………………………１ 

○出席議員………………………………………………………………………………………………１ 

○欠席議員………………………………………………………………………………………………２ 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名…………………………２ 

○事務局職員出席者……………………………………………………………………………………２ 

○開会及び開議の宣告…………………………………………………………………………………３ 

○議事日程の報告………………………………………………………………………………………３ 

○会議録署名議員の指名………………………………………………………………………………３ 

○会期の決定……………………………………………………………………………………………３ 

○諸般の報告……………………………………………………………………………………………４ 

○行政報告………………………………………………………………………………………………５ 

○報告第２号の上程、説明、質疑……………………………………………………………………８ 

○報告第３号の上程、説明、質疑……………………………………………………………………９ 

○報告第４号の上程、説明、質疑…………………………………………………………………１０ 

○同意第３号の上程、説明、質疑、採決…………………………………………………………１１ 

○同意第４号の上程、説明、質疑、採決…………………………………………………………１２ 

○議案第２９号の上程、説明、質疑、討論、採決………………………………………………１３ 

○議案第３０号の上程、説明、質疑、討論、採決………………………………………………１５ 

○議案第３１号の上程、説明、質疑、討論、採決………………………………………………１６ 

○請願書・陳情書等の委員会付託について………………………………………………………１９ 

○議員派遣の件について……………………………………………………………………………１９ 

○休会について………………………………………………………………………………………１９ 

○散会の宣告…………………………………………………………………………………………２０ 

 

  第 ２ 号 （６月１６日） 

○議事日程……………………………………………………………………………………………２１ 



 

○本日の会議に付した事件…………………………………………………………………………２１ 

○出席議員……………………………………………………………………………………………２１ 

○欠席議員……………………………………………………………………………………………２１ 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名………………………２１ 

○事務局職員出席者…………………………………………………………………………………２２ 

○開議の宣告…………………………………………………………………………………………２３ 

○議事日程の報告……………………………………………………………………………………２３ 

○承認第３号の上程、説明、質疑、採決…………………………………………………………２３ 

○請願書・陳情書等の審査報告について…………………………………………………………３３ 

○一般質問……………………………………………………………………………………………３４ 

  土 屋 幸 雄 君……………………………………………………………………………３４ 

  佐 藤 鈴 江 君……………………………………………………………………………４４ 

  伊 藤 洋 子 君……………………………………………………………………………５１ 

  大 野 克 美 君……………………………………………………………………………６０ 

○閉会中の継続審査申出について…………………………………………………………………６８ 

○閉議及び閉会の宣告………………………………………………………………………………６８ 

○署名議員……………………………………………………………………………………………６９ 

             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 2 9 年 第 ３ 回 定 例 村 議 会  
（ 第  １  号 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－1－ 

平成２９年第３回嬬恋村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 
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             報告について 

日程第 ７ 報告第 ４号 平成２８年度嬬恋村公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越 

             計算書の報告について 

日程第 ８ 同意第 ３号 嬬恋村固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 
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日程第１２ 議案第３１号 物品購入について（除雪機） 
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日程第１４ 議員派遣の件について 
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     ５番  滝 沢 俶 明 君      ６番  黒 岩 忠 雄 君 



－2－ 

     ７番  熊 川   一 君      ８番  伊 藤 洋 子 君 
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事務局職員出席者 
議会事務局長 黒 岩 崇 明   書 記 宮 﨑   清   
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開会 午前１０時０２分 

 

◎開会及び開議の宣告 
○議長（滝沢俶明君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、平成29年第３回嬬恋村議会定例会は成立いたしました。 

  よって、これより開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議事日程の報告 
○議長（滝沢俶明君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎会議録署名議員の指名 
○議長（滝沢俶明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第124条の規定により、本会の会議録署名議員に、熊川一君、伊藤洋子君を指名

いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎会期の決定 
○議長（滝沢俶明君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  本定例会の会期は、本日から６月16日までの11日間としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から６月16日までの11日間に決定いたしました。 
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──────────────────────────────────────────── 
 

◎諸般の報告 
○議長（滝沢俶明君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  初めに、５月26日に開催されました議会運営委員会の報告を行います。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

〔議会運営委員長 黒岩忠雄君登壇〕 

○議会運営委員長（黒岩忠雄君） それでは、第３回議会運営委員会の会議結果を報告いたし

ます。 

  当委員会は、５月26日に委員会を開催し、第３回議会定例会の運営について協議をいたし

ました。 

  第３回議会定例会の会期は６月６日から16日までの11日間とし、村内公共施設の視察を

６月12日に実施、一般質問の通告期限は６月12日正午までと決定いたしました。 

  提出予定議案は、一般会計補正予算など３件、報告３件、同意２件が予定をされておりま

す。 

  今定例会における請願、陳情等については、陳情２件であり、１件は議員配付とし、もう

１件は総務文教常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  次に、当局から全員協議会で懸案事項などについての説明・協議を行いとの申し入れがあ

り、初日、議会終了後に行うことに決まりました。 

  そのほか、各常任委員会を６月12日の公共施設視察終了後に開催をし、村創生対策特別委

員会は同じ日の常任委員会終了後に開催することと決しました。 

  以上で議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長（滝沢俶明君） 次に、監査委員から例月出納検査報告書３月から５月分及び定期監査

の結果についてを受理したので、配付のとおり報告します。 

  次に、本職において決定した議員派遣並びに３月定例会以降の主な諸行事は、お手元に配

付したとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎行政報告 
○議長（滝沢俶明君） 日程第４、行政報告を行います。 

  村長から行政報告を行うため、発言が求められておりますので、これを許可します。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） ６月議会に当たりまして、行政報告をさせていただきます。 

  国際的に近事、北朝鮮の核兵器の開発あるいは大陸間弾道弾等の実験等があります。また、

テロ事件がヨーロッパ各地で行われておるというような状況もございます。アメリカではト

ランプ政権が新たにできましたが、日本国にとって影響の大きいＴＰＰにつきましては、白

紙撤回というような状況が続いております。大きく国際社会が変化する中でございますけれ

ども、日本国としてもしっかりとした対応を考えてもらえたらと思っておるところでござい

ます。 

  また、国内におきましては共謀罪法あるいは憲法改正による議論が近日的な課題として国

会のほうで議論をされているところでございます。通常国会は今月の18日までというふうに

なっておるようでございますが、会期を延長して重要法案の審議をするという方向で動いて

おるようでございます。注意深く我が村にかかわりのあることについては、観照をしていき

たいと考えておるところでございます。 

  村内におきましては、３月議会におきまして一般会計ベースで70億6,800万円という予算

をお決めいただきました。現在、しっかりと一歩一歩、有害鳥獣の恒久柵あるいは創作実習

館の改修、あるいは西部小学校の体育館やプール、あるいは道路の改良等予算を対前年で

10％以上ふやしたということもございますので、一歩一歩着実に予算の執行に心がけておる

ところでございます。 

  第１次産業につきましては、つい過日５月31日、ひょう害がございました。対策本部を即

立ち上げまして、被害状況を確認させてもらいました。キャベツ面積につきましては、おお

むね村の農林振興課と農協のほうの担当と協議をし、報告を受けたところで、キャベツが

300ヘクタール、モロコシが約40ヘクタールという状況でございました。 

  県のほうからは、県議会中でございますが、副議長さんを中心に吾妻農業事務所の所長さ

ん等も10名ほどが現場に視察にお越しいただきまして、確認をしたところでございます。 

  被災なされました農家の皆様方には心からお見舞いを申し上げたいと思っております。 

  農協の組合長とも話をしたところでございますが、芯が立っていれば、村長、何とか大丈



－6－ 

夫だというお話も伺ったところでございます。消毒をしっかりして、追肥をしっかりしてい

る農家の姿を現場で見ておりますが、少し立ってきたのかな、葉っぱがまた大きくなってき

ているなというところを確認しておるところでございます。お見舞いを申し上げますととも

に、しっかりと生産管理をご指導いただけたらと、こんなふうに考えておるところでござい

ます。 

  第２次産業でございますが、現在まで予算をご承認いただいた以降、入札を３回、20件を

入札させていただきました。金額ベースで申しますと２億470万円ということで、対前年で

約2,000万円ほど多く既に入札をさせていただきました。しっかりと第２次産業の皆様にも

工事をしっかりお願いしたいと考えておるところでございます。 

  直轄関係の事業についてお話をちょっと触れさせていただきますが、上信自動車道につき

ましては、29年度は28億円でございます。前年の補正額は11.5億円ということで39億5,000

万円ということで、国の関係の予算でございます。あわせまして、県の単独事業等を含めま

すと44億から45億という事業費ベースでございますが、この上信道につきましては、私ど

もの村とすれば、２年後には整備区間の格上げということで目標に掲げておりますので、ぜ

ひとも予算は予算でしっかり確保し、事業の進捗をしっかりお願いしてまいりたいと、こう

考えておるところでございます。 

  利根砂防の関係でございますが、13億円強の関係の予算を嬬恋村内では予定されておると

ころでございます。特に工事用道路等につきましても、しっかりとお願いを所長さん等にも

お願いをしておりますので、また、一日も早くいい形で工事用道路から砂防、減災・防災事

業が進むことをお願いしていきたいと考えております。 

  万座温泉のビジターセンター、工事がおくれましたけれども、２億円強で今工事をしてい

ただいているところでございます。終われば、浅間山の登山道についてよくまた環境省とも

引き続き協議もし、また要請活動もしてまいりたい、こう考えておるところでございます。 

  第３次産業の関係でございますが、ゴールデンウイークの関係ですと、対前年でやや上向

き、ほぼ前年並みかやや上向きであったであろうという状況のようでございます。数字的に

はまだ固まってきておりませんけれども、昨年につきましては28年度は4,400人、本年度は

5,800人、推計で最終的には6,200人ぐらいで、対前年で40％増というようなことも報告を

受けておるところでございます。 

  第３次産業につきましては、山開きもほぼ終わってきつつございます。また、このシャク

ナゲの後にはレンゲツツジという状況が花のほうでは来るわけでございます。グリーンシー
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ズンに向かいまして、みんなで協力し合いまして、外にＰＲをお互いにみんなでしっかりと

対応してまいりたいと考えているところであります。 

  今後の主な行事について触れさせていただきますが、６月９から11日、ＪＡＦ公認の全日

本ラリー、７月２日、第11回キャベツマラソン、７月29日、つまごい祭り、８月26日、嬬

恋コンサート、９月10、キャベチューというような主なイベントが継続して行われていきま

す。外にＰＲをしっかりして、お泊りいただけるイベントに育ててまいりたい、こう思って

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  あと、私の４月、５月の日程的なものにつきまして若干触れさせていただきます。 

  ３月28日、野菜生産者大会を、農協さん主催の生産者大会が行われました。 

  ４月１日、長野大学開学記念式典ということで、上田市さんが今度法人格を持って、行う

長野大学が開校されまして、嬬恋高校からぜひとも推薦入学の枠をお願いしたいということ

をお願いを今継続でしておるところでございます。何とかいい形で嬬恋高校から長野大学へ

の推薦入学枠を確保できればと考えておるところでございます。 

  ４月５日ですが、上信自動車道の開所式ということで県のダムの東吾妻町にありますダム

事務所内に15名体制で新たに上信自動車道整備促進事務所と、上信道の独立の事務所が開所

したということでございます。中之条土木のほうとは独立した形で上信道の整備促進という

ことで、人も金も知事のほうもつけたということでございます。一日も早く整備を皆さんと

協力して、事務所にも頑張っていただけたらと考えておるところであります。 

  ４月14日、草津白根山の防災会議でございますが、浅間山並びに草津白根山の現在レベル

は２でございます。今協議されておることは、浅間も白根もでございますが、レベルを上げ

るときの基準は即あるんですが、レベルを下げるときの基準がないということがあります。

気象庁の火山課長さん等もその辺の認識はしていただいておると思いますけれども、有識者

の皆様方も同じ声が非常に今多い状況になっております。いずれにいたしましても、我が村

は浅間山、白根山、両方ともレベル２という状況でございますが、何とかレベルを下げると

きの基準を一日も早く明確にしていただけたらと考えておるところでございます。 

  25日ですが、ジオパークの総会がございました。国内は認められましたけれども、浅間山

南面の長野県の皆さんにも今後はしっかりとお願いをしてまいりたい、こう思っております。 

  ５月に入りましてでございますが、５月21日、ちよだ・つまごいの森づくり植樹祭という

ことで例年どおり行わせていただきました。千代田区から18名の方がお見えになっていただ

いたわけでございます。来年はもう少し多くお越しいただいたらいいなというお声もたくさ
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んございましたので、担当ともまたよく、先方とも協議して、そういう方向に行けるよう努

力してまいりたいと思っております。 

  ６月３日でございますが、メイプルの植樹ということで、メイプルの植樹を鹿沢のほうで

させていただきました。しっかりと木を植えて、20年後、30年後にメイプルシロップもと

れたりしたらすばらしいなと考えておるところでございます。 

  ざっくり日程的なお話をさせてもらいましたが、詳細につきましてはホームページのほう

にアップをさせていただいておりますので、ご確認をいただけたらと思います。 

  以上をもって行政報告とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） これで行政報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎報告第２号の上程、説明、質疑 
○議長（滝沢俶明君） 日程第５、報告第２号 平成28年度嬬恋村一般会計予算繰越明許費繰

越計算書の報告についてを議題とします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 報告第２号の提案理由を説明させていただきます。 

  平成28年度嬬恋村一般会計予算繰越明許費にかかわる歳出予算の経費を繰り越しましたの

で、地方自治法施行令第146条第２項の規定により繰越計算書を調製、報告するものでござ

います。 

  詳細につき、担当課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 総務課長。 

〔総務課長 松本 源君登壇〕 

○総務課長（松本 源君） それでは、報告第２号 平成28年度嬬恋村一般会計予算繰越明許

費繰越計算書について詳細説明いたします。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３月定例会でご承認いただきました繰越明許費の計算書について、各事業に係る財源の内

訳を示したものでございます。 
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  第２款総務費、第６款農林水産業費、第８款土木費、全体の繰越明許費は４億7,402万

1,000円となり、財源内訳につきましては、国庫支出金３億607万5,085円、地方債650万円、

その他特定財源としまして545万円、一般財源１億5,599万5,915円となっております。 

  以上、報告とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  伊藤洋子さん。 

○８番（伊藤洋子君） 今の繰り越しの計算書の中で、これは何だ、事業名で個人番号制度基

盤整備事業がありますけれども、先日新聞に、例えばカードをなくしたとかその通知書をな

くしたとかというのも何件かあってとかという記事がありましたけれども、嬬恋村内ではそ

ういう事実はなく、もしあったときの対処の仕方とかどのようにされているのか、お聞きし

たいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 住民福祉課長。 

〔住民福祉課長 松本芳男君登壇〕 

○住民福祉課長（松本芳男君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

  紛失ですとかそういったことにつきましては、きょう現在まで届け等はございません。ま

た、再度交付する場合には、最初は手数料がかからないんですけれども、申請していただけ

れば、交付手数料がかかりますけれども、申請はできますので窓口に来ていただければ大丈

夫です。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質問ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  以上で報告第２号 平成28年度嬬恋村一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎報告第３号の上程、説明、質疑 
○議長（滝沢俶明君） 日程第６、報告第３号 平成28年度嬬恋村上水道事業会計予算繰越明

許費繰越計算書の報告についてを議題とします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 
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  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 報告第３号の提案理由の説明をさせていただきます。 

  平成28年度嬬恋村上水道事業会計予算明許繰越にかかわる歳出予算の経費を繰り越しまし

たので、地方公営企業法第26条の規定により繰越計算書を調製、報告するものでございます。 

  詳細は担当課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 上下水道課長。 

〔上下水道課長 熊川武彦君登壇〕 

○上下水道課長（熊川武彦君） それでは、報告第３号 平成28年度嬬恋村上水道事業会計予

算繰越明許費繰越計算書の説明をさせていただきます。 

  それでは、次のページをごらんください。 

  地方公営企業法第26条第１項の規定によります繰り越しで、建設改良費のうち用地測量費

の繰り越しでございます。大口径管用地測量費970万円を繰り越すものでございます。財源

としましては、当年度損益勘定留保資金でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  以上で報告第３号 平成28年度嬬恋村上水道事業会計予算繰越明許費繰越計算書の報告に

ついてを終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎報告第４号の上程、説明、質疑 
○議長（滝沢俶明君） 日程第７、報告第４号 平成28年度嬬恋村公共下水道事業特別会計予

算繰越明許費繰越計算書の報告についてを議題とします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 報告第４号の提案理由を説明させていただきます。 
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  平成28年度嬬恋村公共下水道事業特別会計予算明許繰越にかかわる歳出予算の経費を繰り

越しましたので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により繰越計算書を調製、報告す

るものでございます。 

  詳細は担当課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 上下水道課長。 

〔上下水道課長 熊川武彦君登壇〕 

○上下水道課長（熊川武彦君） それでは、報告第４号 平成28年度嬬恋村公共下水道事業特

別会計予算繰越明許費繰越計算書の説明をさせていただきます。 

  それでは、次のページをごらんください。 

  ３月議会におきまして、補正予算としまして繰越明許費を計上させていただきました処理

場管理費で公共下水道水質浄化センター、汚泥脱水機、ろ布交換修繕費の185万円を繰り越

すものでございます。財源としましては、一般財源となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  以上で報告第４号 平成28年度嬬恋村公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書

の報告についてを終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎同意第３号の上程、説明、質疑、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第８、同意第３号 嬬恋村固定資産評価審査委員会委員の選任同

意についてを議題とします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 同意第３号の提案理由を説明させていただきます。 

  本案で提案させていただきます橋詰貞助様は、固定資産評価審査委員として平成20年７月

１日より平成29年６月30日までの３期９年間、委員としてお願いし、本村における固定資
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産事務にご尽力を賜っております。今後におきましても、これまでの経験を生かしていただ

き、ご指導を賜っていただきたいとともに、本委員に適切な方と考えておりますので、引き

続き委員をお願いし、地方税法第423条第３項の規定により議会の同意を求めるものでござ

います。 

  慎重審議、ご指導の上、ご同意賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案については人事案件であります。討論を省略し、直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、同意第３号は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎同意第４号の上程、説明、質疑、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第９、同意第４号 嬬恋村農業委員会委員の任命同意についてを

議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 提案理由を申し上げます。 

  嬬恋村農業委員会委員の任期が平成29年７月19日で満了になり、農業委員会等に関する

法律が改正され、新たな任命に議会の同意が必要となったことから本案を提出するものでご

ざいます。 

  詳細につき、担当課長から説明させます。よろしくご審議のほど、ご承認いただきますよ

うお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 農林振興課長。 
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〔農林振興課長 小嶋 正君登壇〕 

○農林振興課長（小嶋 正君） それでは、同意第４号について説明させていただきます。 

  裏面の候補者名簿をごらんいただきたいと思います。 

  農業委員会等に関する法律の改正によりまして、農業委員の任命方法が従来の公選制から

公募・推薦方式へと変わりました。なお、新制度によります農業委員の条例上の定数は17人

であります。 

  ３月に公募しましたところ、ごらんの名簿のとおり定数と同じ17人の推薦がありました。

このうち、１から15番までは地区の推薦、16、17番は団体からの推薦となっております。

認定農業者の過半数要件がありますが、11人が登録されており、これはクリアされていると

ころであります。 

  以上で同意第４号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案については人事案件であります。討論を省略し、直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、同意第４号は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議案第２９号の上程、説明、質疑、討論、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第10、議案第29号 平成29年度嬬恋村一般会計補正予算（第１

号）についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第29号の提案理由について説明させていただきます。 
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  平成29年度嬬恋村一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出それぞれ2,300万円を追加し、

歳入歳出総額70億9,100万円とするものでございます。 

  詳細は担当課長から説明させますので、慎重なるご審議を賜り、ご議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（滝沢俶明君） 総務課長。 

〔総務課長 松本 源君登壇〕 

○総務課長（松本 源君） それでは、議案第29号 平成29年度嬬恋村一般会計補正予算

（第１号）について詳細説明いたします。 

  平成29年度嬬恋村一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ2,300万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ70億9,100万円といたしま

す。 

  補正の概要につきましては、農林水産業事業の対象補助事業の組み替えによるものになり

ます。 

  ３ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算補正事項別明細書について説明をさせていただきます。 

  まず、歳入からでございますが、第15款県支出金、補正額2,065万円、第18款繰入金、補

正額235万円、合計補正額2,300万円になります。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。 

  歳出になりますが、第６款農林水産業費、補正額2,300万円、合計2,300万円。 

  財源内訳につきましては、国・県支出金2,065万円、一般財源が235万円となります。括

弧内につきましては、補正前の数字になります。 

  次に、歳入歳出の内訳になりますが、５ページをお願いします。 

  まず、歳入ですが、第16款県支出金、第２項県補助金、４目農林水産業費補助金、補正額

2,065万円。これは小規模農村事業と農地耕作条件改善事業の組み替えによる増額分になり

ます。 

  第18款繰入金、第１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額235万円になります。 

  続きまして、６ページをお願いいたします。 

  歳出になりますが、第６款農林水産業費、第１項農業費、５目農地費、補正額2,300万円。

これは歳入と同様に小規模農村整備事業と農地耕作条件改善事業の組み替えにより事業量の

増による増額補正になります。 
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  以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、議案第29号 平成29年度嬬恋村一般会計補正予算（第１号）は可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議案第３０号の上程、説明、質疑、討論、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第11、議案第30号 工事請負契約の締結についてを議題といた

します。 

  本案について当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第30号の提案理由を説明させていただきます。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例（昭和39年嬬恋村条例

第12号）第２条の規定によりまして、本案を提出するものでございます。 

  担当より詳細説明をさせます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 孝君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 孝君） それでは、議案第30号の説明をさせていただきます。 
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  この関係、議案の裏面をごらんください。 

  参考資料を添付いたしてあります。この表にありますように、土木のＡランク11社に対し

まして見積もり依頼を行いましたところ、上坂建設株式会社が落札されております。 

  この工事は、体育館、プール建設予定地の造成工事でありますが、都市計画法に基づきま

す開発行為が必要な部分等ございまして、敷地内の雨水排水処理対策のための排水槽の設置

や敷地の段差解消のための土工事が主な内容になっております。 

  なお、この後、本体の建設工事につきましては、８月下旬に入札を予定しておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、議案第30号 工事請負契約の締結については可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議案第３１号の上程、説明、質疑、討論、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第12、議案第31号 物品購入について（除雪機）を議題といた

します。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 
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〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第31号の提案理由を説明させていただきます。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例、第３条の規定により、

本案を提出するものでございます。 

  担当より詳細説明させますので、慎重審議、ご指導の上、ご承認いただきますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 建設課長。 

〔建設課長 宮﨑芳弥君登壇〕 

○建設課長（宮﨑芳弥君） 議案第31号について、詳細説明をさせていただきます。 

  物品の購入でございます。除雪機でございます。 

  取得する物品ですけれども、除雪ドーザ14トン級、１台でございます。契約金額2,340万

3,600円でございます。契約の相手方ですけれども、日本キャタピラー合同会社中部地区小

諸営業所でございます。 

  裏面のほうに入札の経過がつけてありますので、参考資料として見ていただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  伊藤さん。 

○８番（伊藤洋子君） この除雪機については、前年度の予算でも購入したりしましたけれど

も、今現在、機種による台数とかで、今後もまだまだ必要なのかというのを、その２点につ

いてお聞きしたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 建設課長。 

〔建設課長 宮﨑芳弥君登壇〕 

○建設課長（宮﨑芳弥君） 伊藤洋子議員の質問にお答えいたします。 

  機種についての台数詳細がちょっと資料を今持っていませんので、後ほど調べてお答えさ

せていただきたいと思います。 

  今後の購入予定ですけれども、どうしても今使っている機械が古くなっているものがあり

ますので、そういう古いものから順に買いかえていきたいと考えております。 

  ちなみに、今回購入させていただく前の機械は昭和63年に購入したもので、30年近くた

っているものですので、そういう形で古いものから購入をさせていただきたいと考えており
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ます。よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質疑ありませんか。 

  大久保さん。 

○９番（大久保 守君） １つお伺いしたいんですけれども、例えば土木建築ですとランク制

があって、Ａ、Ｂで分けて、入札しているわけだと思うんですけれども、指名で。この物品

に対してはランク制っていうのはあるんでしょうか。それから、例えばランクがあれば、こ

の金額に対してはこれだけの業者を指名するんだというようなのが何かあるんでしょうか、

規定は。 

○議長（滝沢俶明君） 建設課長。 

〔建設課長 宮﨑芳弥君登壇〕 

○建設課長（宮﨑芳弥君） じゃ、大久保議員の質問にお答えさせていただきます。 

  物品に対するランクというのは、今ちょっと詳細な資料がないのでわからないんですけれ

ども、ないと思われます。 

  それで、何社以上というのは、今回の入札ですとどうしてもつくっている会社というかそ

ういうものが限定されておりますので、そういう会社の入札参加願いを出していただいてい

るところを指名させていただいたという状況になっております。よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、議案第31号 物品購入については可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎請願書・陳情書等の委員会付託について 
○議長（滝沢俶明君） 日程第13、請願書・陳情書等の委員会付託についてを議題といたしま

す。 

  本日までに受理した請願書・陳情書等は、別紙請願・陳情文書表のとおりであります。 

  会議規則第91条第１項の規定により、陳情の審査を別紙文書表のとおり、所管の委員会に

付託いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議員派遣の件について 
○議長（滝沢俶明君） 日程第14、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  お諮りいたします。議員を派遣しようとするときは、議会の議決で決定することになって

おりますが、お手元に配付しました資料のとおり、議員派遣を決定したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） 異議なしと認めます。 

  よって、お手元に配付したとおり、議員を派遣することに決定しました。 

  なお、この際、お諮りいたします。決定された議員派遣について、変更が生じた場合は、

本職に一任することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご異議なしと認めます。 

  よって、ただいま議決されました議員派遣につきましては、変更が生じた場合は本職に一

任することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎休会について 
○議長（滝沢俶明君） 以上をもって、本日の日程は全て終了いたしました。 

  お諮りいたします。議事の都合により15日まで休会したいと思います。これにご異議あり
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ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご異議なしと認めます。 

  よって、あすから15日まで休会することに決しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎散会の宣告 
○議長（滝沢俶明君） 本日はこれにて散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午前１０時４５分 
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開議 午前１０時０４分 

 

◎開議の宣告 
○議長（滝沢俶明君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、ただいまから平成29年第３回嬬恋村議会定例会を再開いたします。 

  嬬恋高校の皆さん、おはようございます。 

  本日は傍聴、大変ご苦労さまです。 

  きょうは、嬬恋高校の生徒さん36名が議会を傍聴されます。傍聴される生徒さんの入れか

えのため、会議途中で休憩しますのでご協力をお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎議事日程の報告 
○議長（滝沢俶明君） それでは、本日の議事日程は、別紙日程表のとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎承認第３号の上程、説明、質疑、採決 
○議長（滝沢俶明君） 日程第１、承認第３号 工事差止請求に係る調停の申し立ての専決処

分の承認についてを議題といたします。 

  本案について当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 嬬恋高校の生徒の皆さん、きょうは議会の傍聴、大変ご苦労さまでご
ざいます。 

  ものを決めるのは議会、ものを執行するのは私ども当局でございます。私どものほうには

予算の提案権とか地域との交流する権利とかいろんな、執行部にはございますけれども、も

のをお決めになるのは議会でございます。議長さんを中心として、村民に選ばれた議員12名

の方々がお決めになっていただいておるわけでございます。 
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  きょうは大変ご苦労さまでございます。 

  承認第３号につきまして、提案理由を説明させていただきます。 

  工事差止請求調停事件につきまして、調停の申し立てを専決処分いたしましたので、地方

自治法第179条第３項の規定によりまして、本案を提出するものでございます。 

  慎重審議、ご指導の上ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 建設課長。 

〔建設課長 宮﨑芳弥君登壇〕 

○建設課長（宮﨑芳弥君） 詳細の説明をさせていただきます。 

  平成29年５月26日、工事差止請求に係る調停の申し立てということで専決処分をさせて

いただきました。 

  調停の内容については別紙に参考資料がついておりますので、ごらんになっていただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 本案について、これより質疑を行います。 

  土屋幸雄君。 

○２番（土屋幸雄君） 今の裁判の問題なんですけれども、異議の申し立てのことなんですけ

れども、今回ブルーキャピタルが開発工事に着手したことによって裁判を始めたと思います。

鎌原区のこの問題に関連をしております。ちょっと鎌原の出身の議員として質問させていた

だきます。 

  事業主がこの申請した土地で太陽光発電設備事業に関する工事に着手してはならないとい

う調停を、村は申し立てました。それにより、条例設置前に鎌原区がブルーキャピタルと交

わした約束ができなくなるおそれができてまいりました。区が村に提出した陳情書は趣旨採

択となっております。この件について、最悪の場合は鎌原区に対して村はどのような対応を

して解決をしてくれるのか、質問をいたします。太陽光問題は水路問題と関係ないと言うか

もしれませんが、鎌原区にとっては大変重要な問題であります。生活の営みがかかっており

ます。村は、鎌原区が不利益をこうむらないような対策をとることを願っております。 

  今回、また条例ができてから鎌原の立野地区で太陽光ができてまいりました。このことに

対して、条例ができてから立野側のナカネ地区で太陽光ができている。今回は、ブルーキャ

ピタルは裁判で異議申し立てということでございます。こういうことは、村民が物すごく今、

不信を持っています。行政の対応、区長さんに聞いたら、鎌原区には今回のことは何も通達

がなかったということでございます。これは鎌原の住民を軽視していると私は思います。陳
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情書がちゃんと出ているんで、こういうことで鎌原区に説明ぐらいは絶対していただきたい

と私は思いましたので質問をしたんで、誠意ある答弁をお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 土屋議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

  鎌原区が当該係争中でございます案件のことにつきまして、鎌原区と株式会社ブルーキャ

ピタルさんと２月だったと思われますが、工事をしましょうという契約があるということは

確認をさせていただいておるところでございます。また、過日区長さんがお見えになられま

したときに、状況の口頭では説明をさせていただきましたが、正式に鎌原区につきましては

状況説明を役員さんをお集めいただいて説明はしてまいりたいと考えておるところでござい

ます。いずれにいたしましても水利権というのは権利でございますので、鎌原区の地区にと

りまして水利権はあると私どもも承知しておりますので、その水利権のある範囲においては

民間が工事をやる、あるいは村がやるにいたしましても水利権は保護されるものだと思って

おります。そういう意味からいたしまして、誠意ある対応を鎌原区とも今後は協議をさせて

いただけたらと、このように思っております。 

  また、立野地区の話が今出ましたけれども、エリア内に入っておるというような状況のよ

うでございます。早急に担当は担当で確認しておると思われますが、私もしっかり確認をと

ってまた対応してまいりたいと思いますのでご理解をいただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 土屋幸雄君。 

○２番（土屋幸雄君） やっぱりこの太陽光問題は、行政が後手後手に回ってこういうことを
しているから、こういう不信感とかそういうのが生じるのかと私は思います。事が起きたと

き、やっぱり敏速、早急にそういうことを解決、いろんなことをして動かなければ、ただ先

延ばしてこういうようにして問題が起きているからこういうことになるから、こういうこと

になるんだと私は思うんです。村の積極的な解決策を進めることを私は願っております。鎌

原区の工事はやっぱりブルーキャピタルもかかわりがございますので、調停のときか、その

水路問題も調停の中に取り上げていただき、村がするのかしないのか、その辺のところもよ

く確認をしていただきたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 
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○村長（熊川 栄君） 鎌原区の今、案件でございますが、調停の中でも事実は事実で議会の

趣旨採択という議決もございますので、それは、それを十二分に踏まえて交渉に当たりたい、

また裁判のほうの調停においてもそのように対応してまいりたい、こう思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質疑ございませんか。 

  大野克美君。 

○１２番（大野克美君） ちょうどこの議会が始まる前に、ちょうど控室で村長がこのブルー
キャピタルとの交渉の中で、ちょうど私非常に気になることを言ったんです。詳しいことは

この議会の後でまたやろうと思いますけれども、そこの中の趣旨の中で、ある代替案として、

太陽光発電を今の場所じゃない場合にほかのところへやるというのを今聞いたんです。10分

ぐらい前に。それで、それは太平洋の今あるゴルフ場の脇の土地、平和不動産のところの土

地、あるいは桟敷山のほうに代替案でブルーキャピタルさんに話したということを聞いたん

です。 

  これはもうとにかく嬬恋のあそこの重要な土地は、これみんな村民のもので、村長個人の

ものではないんです。ですから、勝手に村長の考えで、村長一応代表ですから言葉が非常に

重いんです。相手の交渉するような方たちも。普通の一般の職員さんが何かちょっと話した

というんじゃないですよ、これは。今のこういう国会でやっている加計学園の問題もそうで

すけれども、とにかくそういうことというのは慎重に進めないと誤解を受けるわけです。で

すから、そういうちゃんとした議会のみんなの意見を聞いてやるとか、あるいはそういうこ

とで進める、それはいいです。だけれども、村長が思いつきで勝手に、じゃ、ここの土地が

だめだから、じゃ、ほかの土地のところということも何の議員さんたちになしで進めてしま

うというのは、これはやり過ぎです。ですから、ここでやるとまた議論がそれこそ１時間ぐ

らいかかっちゃうからもうここでやめますけれども、10分前に聞いたことです。ですから、

それに対して村長はどういうふうに今後を進めていくか、その姿勢だけちょっと言ってくだ

さい。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 嬬恋村村長という立場は対外的に対しましては、法律行為をするのに

ついて交渉する権限もありますが責任もあるという立場だと思っております。代表でござい

ますので、外からの重要案件については代表者として接するということでございます。また、
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私が事件を受けておるのは、村民による選挙による投票行為によって選ばれておるという授

権をいただいておるわけでございます。その範囲におきまして、地方自治の本旨に基づきま

してしっかりと行政を執行するのが私の責務だと思っております。したがいまして、対外的

に交渉する権限もあるし責任もあるということだと思っております。 

  先ほど交渉経過につきまして、若干ご報告ということでさせていただきましたが、きょう、

先ほど議長の意見も踏まえまして、この会議が終わった後にまた全員協議会等をお開きいた

だきまして、そこでまた十二分な説明はさせていただきたい、こう思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質疑ありますか。 

  唐澤弘君。 

○３番（唐澤 弘君） 村長、やはりこれは嬬恋村として今回の専決処分については、こうい
う流れをもっていかなければならないような状況になったと思うんですが、日ごろの、例え

ばこれにかかわる景観条例や開発条例については、日ごろの条例規則を含めて管理をいかに

してきたかということが今問われているんだというふうに思います。今後これにかかわるこ

となくほかの条例も含めて嬬恋村がしっかりと地域を守る、それから住民の財産を守るとい

う立場からすると、しっかりした管理がなされていないとこういう事件が起きたときに後手

後手に回るのが今の嬬恋村の現状だと思いますので、その辺の考え方をきちんと聞かせてく

ださい。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 私ども執行部は、予算につきましては議会の承認を得、さらにその予

算を執行するということでございます。また、条例が村にはございますので、議会のお決め

いただいた条例にのっとって仕事をするのは当然の責務であります。憲法があり、法律があ

り、村の条例があり、あるいは規則があり、あるいは政令もある。そういう中で行政執行に

つきましてはガバナンス、やっぱり政治的にしっかりとしたガバナンスを持つ、それからコ

ンプライアンス、情報公開する、こういう責務が近年特に行政においては重要視されている

時代になってきておる状況でございます。 

  特に法律問題につきましては、議員の皆様方ご存じのように大きな基礎的自治体におきま

しては弁護士を雇うというような時代が来ておる社会情勢だと思っております。我が村にお

きましても学事法制課に人員を派遣し、明治以降の条例規則等の改正すべき文言等は改正し
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てきたわけでございますが、今後より一層、今、唐澤議員のご指摘のありましたガバナンス、

コンプライアンス、こういうものをしっかりと庁内引き締めて努めてまいりたい、基本的に

はそういう方向で今後もしっかり対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 大久保守君。 

○９番（大久保 守君） 皆さん出ているように、この訴状はいたし方ないと、これを早くや
るべきだったなとは思っておるんですけれども、１つは太陽光について開発条例では太陽光

という文言をつけてしたわけですけれども、今出た景観条例等々はいわゆる工作物というよ

うな仕組みの中でやるんでありますが、説明の中でもありましたとおり建築法では工作物の

中に、今、国はその太陽光入れていないということで、景観条例はみんな工作物という内容

でうたってあるんで、これはやはり太陽光施設というものをきちんと景観条例に明記してい

くことが必要じゃないかと思うんですが、その点村長どうでしょうか。 

○議長（滝沢俶明君） 建設課長。 

〔建設課長 宮﨑芳弥君登壇〕 

○建設課長（宮﨑芳弥君） 大久保議員の質問に答えさせていただきます。 

  今の景観条例といいますと、どうしても建築物、工作物という形で規制するものというか、

そういうものが建つときに、つくるときに、その景観条例が施行されるというようなそうい

う形になっております。先ほど説明をしていただいたのと同じなんですけれども、これ国土

交通省のほうから、そういう太陽光発電については建築物、工作物の中から外しますよとい

う、そういう通達が来ているものですから、今の景観の条例等ではちょっと取り締まりと言

いますか、いや、言葉はちょっと悪いんですけれども、その対応がちょっとできないのかな

と考えております。よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 大久保守君。 

○９番（大久保 守君） 今、課長の答弁、それはそのとおりだと思うんですけれども、それ

は条例は村が施行するわけだから、制定するわけだから、村が工作物は工作物、太陽光は太

陽光という施設名を入れればそれは済むわけですよね。それは、国でいうその工作物に太陽

光は入らないというのはそれはわかるんですけれども、工作物は工作物で村が取り締まりを

していると。なおかつ、太陽光という施設名を入れれば太陽光の施設を今度はできるわけじ

ゃないですか。村の条例は一番低くなっちゃって、上へ上へ行けば上位の法令がそれは勝っ

ちゃうんで最終的にはだめかもしれないけれども、あれにはなりますよね、歯どめにはなり
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ますよね、一番最初の。だから、そういうのはやっぱり国がそう言っているからそうだろう

じゃなくて、やっぱりそこに太陽光という施設名があるために抑えられることはできると思

うんです。そこはどうですか、村長。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 国土交通省の政令でしょうか、その内容を詳しくはちょっと理解して

おりませんけれども、具体的、個別的に条例で必要であれば加えることは可能であると私も

思っております。上位法のほうが最終的には優位する可能性がありますけれども、大久保議

員のご指摘のとおり文言として入れるということは可能性があるんであれば、前向きに今か

らでも検討を加えてみたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） ほかにご質疑ありますか。 

  黒岩鹿二郎君。 

○１１番（黒岩鹿二郎君） 条例、規則がクリアすればいいということですけれども、嬬恋村、
農業と観光という村で挨拶をずっと言っています。太陽光自体、まして別荘地の中の太陽光、

観光としての村の意見としてどう思いますか、村長さん。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 現在、嬬恋村、別荘が9,300軒ほど建物が建っております。また、地

べたのほうが２万8,000強の地べたの所有者がいるわけでございます。軽井沢に次ぐ浅間高

原における一大別荘地帯であるというのが現実だと思っております。一応、その中の浅間高

原の中心地域ゾーンにあの地区は位置すると考えております。あそこにやはり今の景観条例

をつくってきた経緯を考えますと、あのど真ん中のところに太陽光施設ができるということ

は余りにも景観を損なうと。また、既存にお住まいしていただいているセカンドハウス、別

荘を持っている方々はこの大自然を求めて来て住んでおる、定住している方もいらっしゃる

と。また、別荘もたくさんの方が８月には２万人強のお客様もお見えになると、別荘にお見

えになられるというゾーンでございます。そういう意味からいたしまして、あそこにできる

のは感覚的にまずよくないなというのが感覚的に思うところでございます。 

  しかしながら、行政的にも議員の皆様方のご提案もございまして条例を制定してきたとい

う経緯もございますので、条例は私どもは従う義務がございますから、それに従って今後条

例の規則に従って行政行為を執行してまいりたい、また許可があるべきものにといただくも
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のにつきましては許可を得ていただきたいと、こう思っておりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 黒岩鹿二郎君。 

○１１番（黒岩鹿二郎君） 今の村長の言葉はもっともな言葉なんですけれども、ただ、村長
も今言ったあの場所でという、（聴取不能）、ツインタワー、あれも県に世話になって結局

できなくなりました。ただ、やはりこの一番先に申請が出てきたときに庁内ではこの論議は

なかったんですか。これ恐らくみんな疑問視を持たなきゃおかしいんだよね。この前我々が

先に見に行ったとき、あの沢に案内されました。今回伐採行ったときはあの有料道路のすぐ

脇がみんなきれいになっちゃった。あれを見ると、やっぱり誰かが疑問視を言わなきゃおか

しいんじゃない、皆さん。法令、規則、クリアすればいい、そういうもんじゃねえよな、や

っぱり。ツインタワーの１件があるでしょう。あれほど県に世話になって、県に賠償金払わ

せて、なおかつまたこういう施策。これちょっとおかしくないですか。 

  もう一度村長さん、その辺のいきさつ、申請をもらって、どういう庁内で会議をしたのか、

会議をしなかったのか、みんな法令、規則はクリアしたから会議をしなかったのか、その辺

をお聞かせください。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 黒岩議員の質問にお答えさせてもらいます。 

  平成23年３月11日に東日本大震災がありました。福島第一原子力発電所の被害があった

ということでございます。それ以降につきましては、国において再生可能エネルギーをしっ

かりやらなくちゃならんと。原子力発電はこのままどうするかということが議論になったわ

けでございます。そのときに太陽光発電、地熱発電、風力発電等の再生可能エネルギー、し

っかりと日本国はしようという政策転換をダイナミックにした経緯がございます。 

○議長（滝沢俶明君） 村長、質問者の的確に答弁をお願いします。 

○村長（熊川 栄君） はい。 

  それで、それにつきまして我が村におきましてもほかの企業もケン・コーポレーションさ

ん、あるいは国際エナジーさん等大規模な太陽光発電は設置されて、許可はまだ条例がござ

いませんでしたので許可はなく、林地開発等の許可があれば我々はそれを認めてきたという

経緯があるわけでございます。プリンスホテルさんの浅間コース、３ホールですね、こうい

うものも認めてきておるわけでございます。 
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  しかしながら、社会がだんだん変化をしてきて、今日では景観について、景観を大幅に損

なうものについては条例で規制しようという状況が生まれつつある現実でございます。そん

な中で我が村におきましても、件数で言えば50件か70件ぐらいの方々が太陽光発電を再生

可能エネルギーということで設置をしているのが現実でございます。そんな中でございまし

たが、あの地域については黒岩議員のご指摘のとおり、あそこの真ん中にあれだけの規模が

できるということについては、まさに農業と観光、あとは別荘地のど真ん中ということもご

ざいますので、議員さんのご指摘のとおり条例も制定も早急にさせていただき、議員発議で

させてもらった経緯があるわけでございますが、そうしてそれに対応して今日に至っておる

という状況でございます。 

  また、いつそれを村のほうが庁内で協議したかというご指摘でございますが、それにつき

ましては、昨年以来、許可申請等が出てきて、またいろんな方からのご指摘、別荘地内で太

陽光発電あちこちできているねという声も伺ってきた経緯がございます。そんな中で、条例

制定の動きも出てきたということでございます。いつかの時系列について詳細にまた黒岩議

員にはお答えさせてもらいたい、いつこういう会議したかはお答えさせてもらいたいと思い

ますが、そういう経緯の中で、片方では太陽光を認めましょうと、片方では景観を損なうも

のについては規制する状況になりつつありますよと。また、単価のほうにつきましても売電

価格が41円から現在21円というようなことで社会がダイナミックに変わっておりますし、

そういう状況変化に応じて太陽光発電のあり方、今日改めて問われておるのは現状だと考え

ております。時系列につきましては詳細について黒岩議員にはご報告を後ほどさせてもらえ

たらと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 黒岩鹿二郎君。 

○１１番（黒岩鹿二郎君） 景観法をつくるとき、私ははっきり言って反対しました。これは、
村民がまた手続が非常に、要は業者はまた余分な手続、余分と言うのはおかしいかもしれま

せんが追加の手続をせざるを得ないにもかかわらず、村長さん今あの場所で景観を害すると

いう言葉が出ました。俺もそう思うんだよね。だから、これ先に申請のときに村長さんがそ

ういう考えを持って規則も何もクリアしてもちょっと待てよと。太陽光は景観法を害するよ

と。あの場所では。こういう判断ができればこの話、しなくてもよかったんだよね。俺はそ

このところはちょっと寂しいんだ。最近この役場はちょっとおかしいよ。やっぱりこういう

施策、ちょっと何か配慮が足りないような気もするが今後気をつけてやってください。 

  答弁は要りません。 
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○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君。 

○１番（佐藤鈴江君） 私は27年９月の定例会において、太陽光発電では未来に禍根を残さな

い取り組みをということで一般質問をさせていただいております。そのとき村長の答弁は、

この４月より景観条例が施行され、村内では1,000平米以下の土地の形質変更を伴う行為や、

別荘地区で行為面積が300平米を超え、かつ高さ1.5メートルを超えているのり面または擁

壁を生ずる土地の地質変更については、届け出の対象となるというふうに答弁をしていただ

いて、また、その届け出の機会においては設置者に必ず撤収の際の原状復旧等について指導

を行っていくというふうに答弁を行っております。 

  その点で、27年９月にさせていただいたわけですけれども、この太陽光発電についても先

ほどからその農業と観光と言われているこの村にとって、やはり自然豊かな村を後世に残し

ていくということは重要な課題でもあるというふうに認識をしています。その点に対して村

長だけではなく、やはり幹部職員が共通の認識として、そういう申請が上がってきたときに

その課題として、共通認識として幹部職員の中で検討をすると、そういった取り組み、また

スピーディーにそういったものに対応できる体制が必要だったんではないかなというふうに

思います。その点について、やはり議会の中で質問をされたこと、そういったものについて

速やかに、やはり回答が得られるような、また報告をしていただけるような体制づくりを、

今後村として、していただきたいというふうに思います。よろしくお願いをしたいと思いま

す。 

○議長（滝沢俶明君） 答弁は要りませんか。 

○１番（佐藤鈴江君） はい。いいです。 

○議長（滝沢俶明君） はい。ほかにご質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔「賛成討論をするのは……」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） あ、ごめん。 

〔「討論ないんです」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） これは討論ないんですね。 

〔「ないです」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（滝沢俶明君） 専決処分なので討論はございません。 

〔「わかりました」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） じゃ、再度確認をさせていただきます。 

  賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立多数であります。 

  よって、承認第３号 工事差止請求に係る調停の申し立ての専決処分の承認については、

提案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎請願書・陳情書等の審査報告について 
○議長（滝沢俶明君） 続いて、日程第２、請願書・陳情書等の審査報告についてを議題とい

たします。 

  本定例会第１日に、請願書等を所管の委員会に付託した事件の審査結果については、配付

の請願・陳情文書表のとおりであります。 

  総務文教常任委員長の報告を求めます。 

  総務文教常任委員長。 

〔総務文教常任委員長 佐藤鈴江君登壇〕 

○総務文教常任委員長（佐藤鈴江君） 総務文教常任委員会では、陳情１件について当委員会

への付託を受け、６月12日午後２時から、委員当局から村長、教育長、関係課長の出席を得

て委員会を開催し、慎重に審査しましたが、その結果について報告をいたします。 

  上坂建司氏から提出された陳情第２号 議員の兼業禁止に関する陳情書について審査をし

ました。 

  陳情の趣旨は、地方自治法第92条の２の議員の兼業禁止の法に抵触するとし、議員の資質

を問うべきであり、毅然とした対応で適切な措置をとるよう求めるものであります。 

  当局の工事請負の指名参加については、法人等について代表者等登記簿謄本で確認し、地

方自治法第92条の２に該当しないことを定期的に確認しているとの説明があったが、陳情書

の記載内容では詳細な内容を確認することができないことなど、今後議会として倫理規程等

検討していく必要があるのではないかとのことから、継続審査とすることに決しました。 
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  その他、報告事項として、住民福祉課から第７期介護保険計画のタイムスケジュールにつ

いて及びグループホーム公募状況について、また総務課から、群馬県立嬬恋高校スケートリ

ンクの進入路について予算措置の検討状況について説明が行われました。 

  以上で総務文教常任委員会の報告を終わります。 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（滝沢俶明君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  続いて、討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご意見がありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  陳情第２号 議員の兼業禁止に関する陳情書について、総務文教常任委員長報告のとおり

継続審査に決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（滝沢俶明君） 起立全員であります。 

  よって、本件は総務文教常任委員長報告のとおり決しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎一般質問 
○議長（滝沢俶明君） 日程第３、一般質問を行います。 

  土屋幸雄君外３名から一般質問の通告がありましたので、これより順次発言を許可します。 

 

────────────────────────────────────────────  
◇ 土 屋 幸 雄 君 

○議長（滝沢俶明君） 初めに、土屋幸雄君の一般質問を許可します。 

  土屋幸雄君。 

〔２番 土屋幸雄君登壇〕 
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○２番（土屋幸雄君） 大変、傍聴ご苦労さまでございます。 

  議長の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

  最初に、ヘリサインのできるヘリポート整備について質問をいたします。 

  119番通報を受けてから、救急車が現場に到着するまでの時間は短縮されていると思いま

す。これは道路網の整備によるものと感じております。しかし、医療機関への搬送時間、さ

らに治療困難などで他の病院に転送される時間が問題だと思われます。特に本村は、救急医

療機関から遠隔地にありますので、搬送中に亡くなられたという事例もあります。これらを

解決するには搬送時間を短縮するしかなく、ヘリコプターで搬送するしかありません。そん

な中、群馬県内でドクターヘリを導入、活用されています。嬬恋村でもそれを利用しており

ます。そこで、どこに着陸するのか、受け入れ可能な救急医療機関への搬送時間を想定して

いるのか、また、夜間、悪天候でも搬送可能なのか、県に１機ということでございますから

搬送要請が重なった場合の対応策はあるのか伺います。 

  また、大規模災害時には自衛隊、消防、警察等他県からヘリコプターが派遣されます。土

地勘のないヘリコプターが活動するためには、わかりやすい表示、発信の整備が必要であり、

そのためには村内数カ所にあるヘリポートの整備、体制づくりであります。ヘリサインがあ

ることによって、ヘリコプターが着陸場所の確認の時間短縮に絶大な効果があり、敏速な救

護活動への助けとなります。それにより、救急のドクターヘリ、災害時のヘリの派遣等の場

合にも飛行、着陸場所の確認に有効でありますので、計画的にヘリサインの整備を早急に進

めるべきだと思いますが、いかがお考えか伺います。 

  次に、嬬恋村の防災行政について質問をさせていただきます。 

  平成23年の東日本災害、28年熊本災害等あけることもなく地震を初めとして集中豪雨等、

日本は自然災害の多い国であり、嬬恋村においてもいつ、どのような災害に見舞われるか誰

にもわからない状況だと思われます。そこで、次の４点について質問します。 

  １点目、避難所の運営対策について。これまでの災害による避難所の状況を、テレビ、報

道等で見ておりますと、多くが学校体育館、各種集会所等が避難所となっております。嬬恋

村においても避難所としてそのようなところが想定されております。そこで、避難所を運営

するための避難運営マニュアルは作成されているのか、また作成されているのなら提出を願

いたいと思います。 

  ２点目、避難所の冬季対策について。温暖な地域や夏季であれば毛布等を準備しておけば

ある程度は生活可能ではありますが、嬬恋村のような寒冷地においては、もし冬季に災害が
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起き、停電等で暖房が困難になったとすれば、現在の避難所においては生命の危機だと感じ

ます。そこで、避難所の温度確保をできるようにしなければならないと感じますが、それら

の対応策はあるのか、また十分でないとすれば今後どのように整備を検討するのか、考え方

を伺います。 

  ３点目、災害時の食料について。災害時の食料については保存用のアルファ米、乾パン、

クラッカー、水などを中心に確保しているのが、食料は健康な成人には役立ちますが、特に

子供、老人や体の弱っている人たちにとってはとても受け入れられないものではないでしょ

うか。そこで、粉ミルク、哺乳瓶が必要な乳幼児、やわらかく温かい食事を必要とする高齢

者等の災害時の備えは十分でしょうか。多数の食料確保も大切ですが、本当に役立つ食料の

確保の再検討が必要と考えますが、村の見解を伺います。 

  ４点目、災害被災者に対して早期生活再建策について質問します。ことし、新潟県糸魚川

市で大火災が起きました。強風の中での消火活動の限界を見たような気がいたしました。そ

こで、嬬恋村の被災者対策について村長の考えを伺います。実際にできることは防災対策、

そして被災の支援であります。災害が発生してから準備をしていたのでは体制が整うまでに

時間を要してしまいます。早期に支援を実施するには、被災前からいろいろなことを想定し

たシステムを導入しておくことが必要であると考えます。防火訓練において罹災証明書の発

行訓練を実施する必要があります。嬬恋の村民もその対応に安心感も高まるかと考えており

ます。システムの構築、罹災証明書の発行訓練について伺います。 

  次に、道徳教科化の対応について。道徳は、小学校で平成30年度、中学校では平成31年

度から、これまでの教科外活動から特別の教科になるということですが、どのような内容の

教科となるのか不安や誤解が生じておりますので、教育長の見解を伺います。 

  １点目は、小学校低学年から行われる道徳教育が、個人の持つ人格の押しつけにはならな

いのか。 

  ２点目は、道徳が教科となると評価の対象となると思いますが、個人の考え方をどのよう

に評価をするのか、また評価が気になり本音が言えなくなったり、息苦しい世の中にならな

いかという心配もあります。学歴重視の社会において、道徳が受験の内申点の対象となるの

か、ならないのか明確に答弁をいただきたいと思います。 

  ３点目は、教科になるということは、これまでの授業内容との変更点を具体的にお知らせ

願いたいと思います。特定の価値観を押しつけるような指導が行われるのではないかという

こともあります。どのような指導方法を考えているのか、不安を払拭できるように具体的な
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答弁をお願いいたします。明快な答弁をお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 土屋幸雄君の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 土屋議員の一般質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、第１点目のご質問でございましたヘリサインのできるヘリポートの整備についてで

ございます。 

  １点目のドクターヘリについてでございますが、まず着陸する場所についてでは、ご存じ

のとおり村内には夏季スケート練習場、総合グラウンド、嬬恋村運動公園の３カ所で、要請

時の着陸場所は広域消防本部が最適と判断した場所に着陸することとなっております。搬送

時間の想定については、ヘリ搭乗の医師が指定医療機関の中から患者の容体等を考慮の上、

消防機関と協議し、搬送先を決定することとなっております。飛行可能時間は有視界飛行が

義務づけられているため、８時45分から17時45分または日没の30分前のいずれか早いほう

で、夜間や悪天候時には活動できません。搬送要請が重なった場合は、群馬県は防災ヘリで

の対応や、平成23年から栃木県、茨城県との連携協定と、平成27年からは埼玉県との覚書

により要請可能となり、広域的に活動を行っているところでございます。なお、嬬恋村につ

きましては、長野県サイドの広域の防災ヘリ等も連絡をとれる体制になっておるところでご

ざいます。 

  ２点目のヘリサインの整備についてでございますが、現在では陸上自衛隊相馬原駐屯地か

らの要請で、嬬恋村運動公園と総合グラウンドの２カ所にヘリの離着陸使用許可書を提出し

ております。ヘリサインは災害時に迅速かつ円滑な対応ができるよう、対空表示として役場

庁舎、学校施設等の公共施設や河川、堤防等が考えられますが、今後自衛隊等からの要請が

あればさらに検討を加えてまいりたいと考えておるところでございます。 

  第２点目でございますが、嬬恋村の防災行政についてのご質問でございます。第１点目の

避難所の運営マニュアルについてでございますが、嬬恋村地域防災計画の第２部災害応急対

策の第７章に避難、収容活動で定めております。これは基本事項になりますので必要に応じ

て被災地での避難所運営の問題点等の情報収集により修正していきたいと考えております。 

  ２点目の冬期の避難所の温度確保についてでございますが、昨年度、各区に発電機を配布

いたしましたので活用をお願いしたいと思います。なお、毛布等につきましても各区に配布

しておるところでございます。また、学校や体育館におきましては、他の公共団体の整備状
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況などを参考に、今後検討していかなければならないと考えておるところでございます。 

  ３点目の災害時の食料についてでございますが、村においてできる限りの備えをしたいと

考えております。賞味期限の短いものは備蓄品としては難しいと思います。仮に必要とする

ものが不足した場合には、災害協定を締結しております群馬県や千代田区にお願いして補い

たいと考えておるところでございます。また、各区には自主防災組織の設置説明会の席でも、

万が一のときのために各家庭において３日間の非常食の備蓄をお願いしておるところでござ

います。 

  ４点目のシステムの構築についてでございますが、嬬恋村地域防災計画におきまして、災

害対策本部内記載の事務文書を基本に災害応急対策に当たることとなっておりますが、重要

度に応じ、臨機応変に活動できるようにしていかなければなりません。罹災証明書の発行訓

練については、今後防災訓練への組み入れ、実施したいと考えます。また、他の地方公共団

体や民間団体との協定も検討し、多方面からの協力体制を築いていきたいと考えておるとこ

ろでございます。 

  大きな３点目の道徳教科化への対応につきましては、教育委員会教育長のほうから説明、

答弁をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 教育委員会教育長。 

〔教育長 黒岩優行君登壇〕 

○教育長（黒岩優行君） 土屋議員の道徳教科の対応についてということで答えさせていただ
きます。 

  現在、小学校では週１時間道徳の時間という枠を設けて、子供たちがそこで道徳を学んで

おります。それが、土屋議員のご指摘のとおり、小学校では平成30年度から、中学校では平

成31年度から特別の教科として新たに教育課程に位置づけられる予定であります。 

  道徳教科の内容は、主に自分自身、他の人とのかかわり、自然や崇高なものとのかかわり、

集団や社会とのかかわりの４つの視点から捉え、小学校低学年では15項目、中学年では18

項目、高学年では22項目ということで整理をして示されております。 

  土屋議員の１点目の質問ですが、低学年では幼児期から教育との接続に配慮し、基本的な

生活習慣や善悪の判断、決まりを守るなど日常生活の学習の基盤となる道徳性の指導や感性

に働きかける指導を行っていきます。決して、個人の持つ人格を押しつけるものではありま

せんので、ご理解をいただきたいと思います。具体的には、規則正しい生活指導、善悪の判

断と決まりを守る指導等を考えております。 
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  第２点ですが、特別な教科としての道徳ですので、当然評価の対象となります。しかし、

数値を使わず、子供たちがいかに成長したかを記述する個人内の評価としております。文部

科学省では、入試に対しての考え方としては評価は利用しないので調査書にはそれを記載し

ないと答弁をされております。 

  ３点目ですが、今までとの変更点についてなんですが、時間数については今までと同じ時

間を実施します。小学校１年生が年間34時間、２年生から６年生までが35時間ということ

であります。大きく変わることとしては、文部科学省が検定をした教科用図書の中から各教

育委員会が採択した教科書を使用した授業が行われているということであります。また、先

ほどありました教科としての評価が始まるということです。ご指摘の、特定の価値観を押し

つけるような指導は行いません。道徳教育については人間尊重の精神と生命に対する畏敬の

念を培い、自立し、健全な自尊感情を持ち、主体的、自律的に生きるとともに、他者とのか

かわり、社会との一員としての発展に貢献することができる力を育成する。このことを子供

たちの実情等を踏まえ、特に基本的な生活習慣、規範意識、人間関係を築く力、社会参画へ

の意欲や態度、以上の観点から各学校を指導していきたいと考えておりますので、よろしく

お願いをしたします。 

  以上で終わります。 

○議長（滝沢俶明君） 土屋幸雄君の再質問を許可します。 

○２番（土屋幸雄君） 最初に、ヘリサインの整備ということでございますが、いろいろヘリ
ポートの場所とか明示をしていただきました。ここにある嬬恋村地域防災計画の資料がござ

いますけれども、嬬恋村にもやっぱり１つぐらいはヘリサインができて、いつでも着陸でき

るそのサインを私はしてくださいと言っているんですけれども、それを検討を、今さっき答

弁が漏れていたとは思うんですけれども、その考え方を伺います。常時赤くランプが出て空

から見てわかるような、そういうことをどこかで１つぐらいは、１カ所はしていただきたい

と思います。 

  次に、避難所の問題なんでございますけれども、この防災計画によりますと、避難場所や

避難所となる体育館、公民館、学校等の公共施設の整備に努めるものとする。とありますけ

れども、これは避難所となっているところのどのような整備をして今までいたのか、その辺

のところをお伺いいたしたいと思います。 

  続きまして、避難所の管理責任者の配置ということでございます。村は、避難所を開設す

るときは常駐する管理責任者を配置するとなっております。嬬恋村に指定緊急避難場所は34
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カ所ありますけれども、これ34人の誰がどう指定管理者に指定になっているのか、このこと

を想定しているのかどうか、それも質問をいたしたいと思います。これは、こんなに大勢の

人を指定管理するということは、ふだんから防災訓練だとかそういう防災教育を受けた者が

いなければこういうマニュアルも実行できていくのはなかなか管理していくのは難しいかと

思うんだけれども、その辺のこともお伺いいたします。 

  あと食料、飲料水の確保でございますけれども、先ほど言いましたけれども、備蓄品目は

ここにも書いてあるんですけれども、幼児、高齢者、病弱者の配慮、特に弱者の配慮をして

くださいと書いております。食料については通常の食料が摂取できない要配慮者等への配慮

も持てるアレルギー対策の食料、ミルク、おかゆ等が上げられております。このようなこと

もやっぱり実践していかないと、ふだんからこういうことを実践していかなければ対応はで

きないと思います。それで、男女のニーズの違いも配慮してとここに書いてあるんですけれ

ども、こういうことも実際に配慮を嬬恋村はしているのか、その辺のところもお伺いしたい

と思います。 

  次に、罹災証明書の発行でございますが、防災の罹災証明の発行体制の整備ということで

ここにうたっております。日ごろから防災担当者の訓練、教育というのがあると思うんです

けれども、嬬恋村は何人防災関係に携わっている人がいるのか、ふだんからこういうことを

やっぱり罹災証明書とかそういうのを被災した人には早急に対応できるような、やっぱりそ

うした説明、訓練を受けた職員が配置できていてそういうことを初めてすぐ実行できると思

うんですけれども、そういう対応は、いろんなことができているのかお伺いをしたいと思い

ます。 

  次に道徳指導方法は、この間上毛新聞に６月５日にここに載っておりましたけれども、上

毛新聞によると、まだ戸惑いを、評価に戸惑いとか、手探り状態だということがここにでき

ております。嬬恋村は今、教育長が述べたんですけれども、まだこれは本当に確定、嬬恋村

も手探りであるのかどうか、本当にこれを今、教育長が述べたとおりしていくのか、それで

これも道徳の教育の方針というのはやっぱり文部科学省、国が示したことに対して、それに

沿ってしていくとは思うんだけれども、その辺のところをやっぱり十分注意していかないと

個人の押しつけとかそういうことになっていくんかなと私は感じておりますので、その辺を

ぜひ注意をしていただきたいと思いますんで、その辺のこともお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 土屋幸雄君の再質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 
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〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 嬬恋村の行政の最重要課題は、嬬恋の村民の地域住民の生命、身体、

財産を守ること。並びに嬬恋に訪れるお客様、観光客、あるいは別荘のお客様、嬬恋に存在

する人々の生命、身体、財産を守ることだと考えております。それにつきまして、地域防災

計画を策定し、議会のほうにも配付をさせていただいてきたところでございます。 

  まず、第１点目、ヘリサインでございますが、現在３カ所ヘリサインは国道からもヘリポ

ートという表示も立たせて、それから３カ所につきまして先ほど答弁させてもらったとおり

でございます。なお、そのうち嬬恋の三原に芦生田の下にございますところにつきましては、

総合グラウンドの一番下のところでございますが、あそこは丸でヘリポートができておりま

すので、上が夏であればグリーンのところにコンクリートということでわかります。それと、

すぐそこの役場の向こう、川向こうでございますが、ヘリポートにはそこにはＨマークがつ

いております。それともう一点、嬬恋村総合運動公園、こちらのヘリポートにつきましても

Ｈマークがついてヘリというマークも指示も出ております。この３カ所については、ヘリサ

インはそういうことでご理解をいただきたいと思っております。 

  それから、先ほど答弁させていただきましたように自衛隊等の要請があった場合等につき

ましては、今後も田代小学校、あるいは干俣小学校、あるいは河川敷等も含めまして検討を

加えてまいりたいと、こう考えておりますので、ご理解いただきたいと思っております。 

  それから、避難所につきましては34カ所あるということで、また各地区、11地区につき

ましては自主防災組織というものを今つくっていただいておるところでございます。昨年は

ガスのボンベを配布させていただいたり、炊き出し訓練も自主防災組織もお願いしておると

ころでございますが、土屋議員ご指摘のとおり避難所の管理責任者どうなっておるのかとい

うご指摘もございました。それから食料の備蓄、弱者対策、あるいは男女のニーズの差、こ

ういうものに対して具体的に対応しておるのかというご指摘でございました。これにつきま

しては担当課長からお答えをさせていただきたいと思います。 

  また、罹災証明書の件でございますが、先ほどお答えさせていただきましたけれども、具

体的に今後は実施訓練の中で取り入れてまいりたいと思っております。なお、嬬恋村では現

在浅間山に対しましては11月でございますが、嬬恋村消防団並びに嬬恋村婦人消防隊の皆様

の訓練をしていただいております。要援護者、要支援者等を、特に広大な面積の中に五、六

百人の方が定住しておるという現実もございますので、婦人消防隊には炊き出し訓練、また

各分団につきましては自分たちの担当守備範囲を全部、安否確認訓練、あるいは後方活動訓



－42－ 

練というようなことで毎年お願いしておるところでございます。それにあわせて罹災証明書

の件も今後は取り入れて訓練をできたらと考えておるところでございます。 

  また、教育関係につきましては教育長のほうからお答えをさせていただきますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 総務課長。 

〔総務課長 松本 源君登壇〕 

○総務課長（松本 源君） 土屋議員の再質問にお答えさせていただきます。 

  まず、避難所の関係でございますが、これまでの災害等で活用させていただいた避難所、

これは公民館等が中心になっております。現在は各地区のそういったセンター、公民館、そ

れと学校施設等が避難所ということで認定をされているところでございます。それに伴いま

す管理責任者、こちらにつきましては、該当する施設の管理者、地域の公民館等であれば区

長さんがそこに当たるかと思われます。また、村で学校関係については村長が管理者でござ

いますので、村の職員が責任者として配備される予定になっております。 

  それと、食料と弱者関係、こういったものにつきましては村の防災備蓄倉庫の中で管理を

されておるんですけれども、弱者関係については民生部との連携を持ちましてそういった誘

導等を実施しているところでございます。 

  それと罹災証明の関係につきましては、各職員に、防災関係につきましては総務課が担当

するわけでございますが、そういった個々の細かい部分、例えば現地に行ってその調査をす

るというような職員も研修を受けておりますので、いざというときには対応できるような態

勢を整えておるところでございます。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 教育委員会教育長。 

〔教育長 黒岩優行君登壇〕 

○教育長（黒岩優行君） 土屋議員さんの再質問についてお答えをさせていただきます。 

  土屋議員さんがおっしゃるとおり初めての道徳の教科化ということで、子供たちもそうで

すし、教職員も不安の部分がたくさんあると思います。今、実際に教科書の選定作業に入っ

ております。その中では一般公開の件のほうで、今、吾妻の関係は県の吾妻教育事務所のほ

うで教科書の閲覧を行っておりますので、ぜひともその辺も皆さんに見ていただいて、どん

なような教科書になっているかというのも見ていただく機会があると思いますので、よろし

くお願いをしたいと思います。 
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  教職員関係については、夏休み中にこの新しい道徳教育についての研修会ということで県

も考えておりますので、先生方はそこへ派遣をする予定でおります。それと、この道徳始ま

ってからは公開授業も村民にもぜひ保護者、村民にも見ていただくようなことで考えており

ますので、ぜひ皆さんも見ていただいてどういうことが行われているかということで考えて

いただければと思いますので、ぜひともよろしくお願いをいたします。 

  以上です。 

○議長（滝沢俶明君） 土屋幸雄君の再々質問を許可します。 

○２番（土屋幸雄君） 避難所の責任者は各地区のその場所の責任者ということでございます
が、そういう担当者は１年でかわります。どうやってそういう責任者の教育とか防災マニュ

アルとか、そういうのをどうやって勉強する機会があるのか、その辺のことはしっかりして

いかなければ、１年交代でその長になって責任者になるなんてことは到底無理だと思うんで

す。日ごろからそういうことをやっぱりしとかなきゃだめだと思います。 

  また、道徳の問題についてはこれからいろいろ教育委員会も勉強していただきまして、い

ろんなことを押しつけにならないような教育をぜひともお願いをしたいと思います。 

  この責任者についてだけの答弁をお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 避難所の施設の管理者の件でございます。学校につきましては先ほど

総務課長がお答えさせていただきましたとおり、役場の職員が担当を決めて配置しますので

周知徹底できるかと思っております。また、各地区の区長さんでございますが、ご指摘のと

おり毎年区長さん、管理責任者でございますけれども毎年かわるという現実もございます。

そこの中で自主防災組織を全県下各地区につくりましょうということで嬬恋村も現在お願い

してきておりますので、自主防災組織をしっかりすることによって、各地区地区の事務の継

続性をしっかりお願いするというようなことで今後対応してまいりたいなと、こんなふうに

思っております。機会があれば、区長さんには特に重点的にそういうお願いをしてまいりた

い、こう思いますのでご理解いただきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 以上で土屋幸雄君の一般質問を終わります。 

  ここで休憩いたします。 

  再開は11時15分。５分間休憩をしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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休憩 午前１１時１０分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（滝沢俶明君） 再開します。 

 

────────────────────────────────────────────  
◇ 佐 藤 鈴 江 君 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君の一般質問を許可します。 

  佐藤鈴江君。 

〔１番 佐藤鈴江君登壇〕 

○１番（佐藤鈴江君） 議長より許可を得ましたので、これより一般質問をさせていただきま
す。 

  嬬恋高校生にありましては、議会傍聴、大変ご苦労さまです。 

  嬬恋村の防災対策について質問をさせていただきたいと思います。 

  ５月31日のひょう害も、嬬恋農業にとって大きな被害がありました。私も６月１日、２日、

被害のあった地域について地域を巡回させていただいて被害状況を確認させていただきまし

た。被害に遭った皆様には心よりお見舞いを申し上げたいと思います。 

  昨年の６月定例議会でも質問をさせていただきました防災における業務継続（ＢＣＰ）の

作成状況はどうなっているでしょうか。ことしの天候も不安定な状況が続いており、上毛新

聞でも県内の作成状況が掲載されておりました。早急な作成が必要と思いますが、現状の進

捗状況をお答えいただきたいと思います。防災は、最悪に備えて最善を尽くすことが一番大

事だと思います。 

  また、今回、地域、村の課題などをスマホで住民の方から連絡をいただくアプリの活用に

向けて何点か質問をさせていただきます。 

  Fix My Street Japanというアプリを導入し、村民と行政が協力し、道路の破損状況や不

法投棄などの地域の村の課題をスマホを使って解決、共有していくための仕組みです。渋川

市では実証実験を終え、本契約をし、平成29年８月より本格稼働されるそうです。全国でも

多くの自治体で導入、活用されているようです。町村単位での確認はとれませんでしたが、
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嬬恋村のような広範囲の面積を有する自治体にとって国土地理院の地図を利用するかグーグ

ルを利用するかを選択することができ、有効な手段であり、職員の業務の軽減や早急な業務

の対応に役立てることができるようです。今回のひょう害など、村民の皆様から情報提供い

ただくことができるのか検証をしていただき、日ごろの災害状況など、タイムリーに情報を

共有することができるのではないかと思いますので、お考えをお聞きしたいと思います。 

  現在では、かなり普及しているスマホですが、今後スマホ利用は当たり前の世界になって

くることと思います。今から、あらゆる場面での情報提供ができるよう行政として取り組ん

でいく必要があると思います。村長のお考えを伺いたいと思います。 

  また、２点目、嬬恋村のスケート振興についてであります。 

  今回の定例会において、議長より、片品、みなかみ、草津ウインタースポーツの議員連絡

会の設置が提案をされました。これは、スキー人口の拡大やスキー選手の育成が目的とのこ

とです。村としてもスケート選手の育成は喫緊の課題だと思います。保護者の意見としては、

中学、高校は学校で練習会場までの送迎があるが、小学生は親または選手の保護者などが行

っているため、人とお金の問題でスケートを諦めている子供たちがいることが課題であるよ

うです。小学生時から選手育成が手薄になることは、中学生、高校生になってからの選手育

成にはつながらない大きな要因の一つとなっているようです。そのため、他の競技に移って

しまう傾向があり、保護者の金銭的負担の軽減が必要と考えます。嬬恋村がスケートでオリ

ンピック選手を出せたのは、家の近くで田んぼリンクがあり、誰でも滑ることができたこと

が大きな要因であると思います。少子高齢化で状況の変化は当然ですが、それに対応した取

り組みも必要と思います。スキー、スケート選手を育成していくことは、嬬恋高校の存続に

もつながる取り組みでもあると思います。 

  先日、長野県の白馬高校を視察させていただきました。白馬村は白馬高校支援室を行政と

して設置し、職員も３人体制で臨んでいるそうです。人口規模は５月１日現在で8,880人と

嬬恋村と同等の自治体であります。また、白馬高校支援事業の予算総額は、公益ではありま

すが１億1,055万7,000円とかなりの額が計上をされています。考え方の基本は、白馬高校

があるから白馬村があるとの視点だと説明を受けました。私たち嬬恋村においてもスケート、

スキー選手の育成は嬬恋高校を存続していくためにも、中学生になってからも部活動が続け

られるような金銭的支援も必要と思いますが、村長の見解をお聞かせください。 

  以上です。 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君の一般質問に対する答弁を求めます。 
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  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 佐藤鈴江議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、冒頭に過日５月31日、ひょう害がございました。被災なされました皆様方には心か

らお見舞いを申し上げたいと思います。 

  当初、300ヘクタールのキャベツ、モロコシ40ヘクタールという調査結果が第１次で出ま

したけれども、区長さん等を通してよく確認しましたところ、その面積が約その倍ぐらいに

なるであろうという現実がございます。できる限り早急に県とも協議をしながらできること

を対処してまいりたい、こう思っておるところでございます。 

  ＢＣＰという言葉がございます。業務を継続するためにしっかりとプランをつくりなさい

というお話でございます。ビジネスコンティニュープラン、業務を継続的にできるような

プランをつくりなさいということでございます。この考え方は、基礎的自治体、市町村にも

ＢＣＰプランをしっかりと災害に対応して備えなさいよということでございます。我が村に

おきましてもそれに対応したＢＣＰプランを検討を加えてきたところでございます。 

  １点目のＢＣＰの進捗状況でございますけれども、現在各課における継続業務について取

りまとめがほぼ終了した段階で、これから優先業務や業務再開時期等について検討していく

ところでございます。また、郡内システムの共同化によりまして、基幹系システムの委託会

社が統一されることになりました。これにより、万が一、庁舎で住民票等の発行ができない

事態となった場合でも郡内の他町村で発行できるようになります。その他のシステムにつき

ましても庁舎外でのデータの保管ができるよう検討し、計画策定に向けて取り組んでいると

ころでございます。 

  ２点目のアプリの活用についてでございますが、現在各地区の要望事項については区長さ

んからの情報提供をお願いしているところでございます。公共性や優先順位等について区長

さんに判断を仰ぐ場合もあり、情報収集する中で非常に重要な位置づけとなっておるところ

でございます。アプリによる情報提供についても有効な手段であると思いますので、現在の

取り組み、仕組みを踏みながら導入について検討していきたいと考えております。 

  なお、補足でございますけれども、現在気象情報につきましては、気象庁、前橋気象台並

びに群馬県県土整備部の砂防部より１キロメッシュによる逐次の情報が、雨の降雨状況がデ

ータで送付される状況になっております。大変貴重なデータだと思っております。なお、気

象情報につきましても、全国の一般の方が気象情報を動画で即気象庁に送るというようなシ
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ステムもできつつあるようでございます。私どももアプリの活用につきましてはしっかりと

検討を加えてまいりたい、こう思いますのでご理解をいただきたいと思います。 

  第２点目でございます、嬬恋村のスケート振興についてのご質問でございました。 

  スケート、スキーのウインタースポーツは寒冷な我が村の気候の特徴を生かした運動競技

であり、特にスケートにつきましてはオリンピックのメダリストが複数輩出しておるところ

でございます。スピードスケートは嬬恋村の代名詞にもなっておるところでございます。中

学校におけるスケート部員数は、現在男子10名、女子５名の合計15名と確認しておるとこ

ろでございます。これは、ピーク時に比べまして減少傾向にあり、心配もしておりますが生

徒数全体の減少もあり、やむを得ない状況かとも考えられるところでございます。なお、小

学校におけるスケート部への補助に関しましては、県大会以上の大会出場時の経費等は村か

ら補助しておりますが、スケート靴等の道具購入や日々の練習場通い用のバス代等は保護者

の皆さんの大きなご負担となっているという認識は持っておるところであります。他の競技

とのバランスも考慮した上で可能な限りの補助を検討していきたいと考えておりますので、

ご了承願いたいと思います。 

  また、佐藤議員もご承知の旧青葉湖スケート練習場の進入路及び駐車場整備につきまして

は今年度実施予定で、９月議会において補正案件で提案させていただく予定でおりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

  以上を答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江さん。 

○１番（佐藤鈴江君） この業務継続計画については、私は昨年の６月議会でも一般質問をさ
せていただきました。その辺に関して、今日まで今そろそろできるという状況ではあります

けれども、１年間という時間が経過をしております。これに関しては、やはり行政はスピー

ディーでなければならないというふうに思いますし、３月12日の上毛新聞の中で大規模災害

時に行政機能を維持することの業務継続計画について１面で掲載をされたと思います。県内

35市町村のうち過半数の19市町村では再認識され、国が早期策定を促しているけれども、

まだやっていないと、嬬恋もその中の一自治体であります。こういった面を考えましても、

やはり今後さまざまな面で議会のほうからも提案をされて、１年たってしまったという現実

を考えると、やはりもう少しそういった情報をきちんとスピーディーに解決していくために

は、庁内でもしっかりと議論をしていく必要があるのではないかというふうに思いますので、

その点についてしっかりと村長が、やはり人材育成とともに庁内、幹部職員とともにしっか
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りと情報を共有しながら事を進めていく、もっともっとスピーディーに事を進めていく、災

害は待ってくれませんので、その辺の認識をもう一度お聞かせをいただきたいと思います。 

  それから、また、嬬恋高校のスケート振興についてですが、やはり他の部活動へのバラン

スもあると思いますけれども、嬬恋高校に、また嬬恋村にとって、村長かねてよりオリンピ

ック選手を目指すんだと言っている観点を鑑みると、やはりそういった点での、小さな小学

生時代からの選手育成に対する支援というのは、やはり村長がそのようなことを目標として

いるんであれば当然あってしかるべきだというふうに考えます。その点についてしっかりと

他の部活動とのバランスも考えながらも嬬恋村にとってスキー、スケートの人口をふやして

いく、スキー選手を育てていくという観点が村としてしっかりと持っているのかどうか、そ

の点についてもう一度お聞きしたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君の再質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 第１点のＢＣＰの関係でございます。 

  佐藤議員ご指摘のとおり３月12日、上毛トップに出たところでございます。担当にももち

ろん、私もその新聞をコピーとって指示もしておるところでございますが、早急にしかるべ

き対応を今加えておりますので、議会のほうにもいずれ詳細なものを提示できるように取り

計らいたいと考えております。なるべく早く執行してまいりたい、こう思いますのでご理解

をいただきたいと思います。 

  第２点目でございますが、嬬恋高校の存続も含めまして、嬬恋高校といえばやっぱりスピ

ード、オリンピック選手が５名出たという名門校で全国に名の通ったところでございます。

現在では、全国募集ということで群馬県高校教育課のほうのご指導いただいて、全国募集も

用意しておるところでございます。また、校長先生ともよく協議をしながら、必要があれば

長野県、あるいは山形県、あるいは北海道でも、私も募集に協力できることがあれば行政も

協力しますというお話も現在させていただいておるところでございます。小さいころから、

やはりしっかりとした幅広い層を育てることが非常に重要だと思っております。教育委員会

のほうではここ２年前からでございますか、全子供たち、小学生にはスケート靴を貸与し、

そして実際にスケートをやっていただいておるという実態もございます。今後におきまして

もこういう事業をしっかりと継続的にしていく必要があると考えております。 

  なお、ここにきまして、特に田代地区を中心といたしましてスキーの選手、ワールドカッ



－49－ 

プに出る選手も出てきたという状況もございます。また、嬬恋高校の選手も高校の大会等で

も入賞者が出てきておるのも現実でございます。スピードスケート並びにスキー、これは本

当に嬬恋高校にとってはほかの高校にない実績もありますし、また嬬恋高校のステータスで

もあると考えておるところでございます。今後、行政面から、先ほど白馬高校のお話がござ

いました。私も白馬高校の関係で役場にも行って来たことが、昨年行ってまいりましたけれ

ども、やっぱりできることは行政として、また議会の皆様方のご理解もいただきながらしっ

かりと進めてまいりたいと思っております。 

  なお、全国募集の関係でございますが、県の高校教育課長さんとも過日もお話をさせても

らったところでございまして、村の議会のほうからも以前ももっと大きな金を出してもいい

じゃないかというご指摘もあったわけでございますけれども、現在県のほうとも協議をしな

がらより前向きな体制が組めるよう、また募集が実が実るよう努めてまいりたい、こう思っ

ておりますのでご理解いただきたい。あわせまして、スケートの面も大分強くなってきたと

いう実績もありますから、ウインタースポーツ全体につきまして行政としてできることをし

っかりと取り組んでまいりたい、こう思いますので議員の皆様方のご理解もお願いしたいな

と思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君の再々質問を許可します。 

○１番（佐藤鈴江君） 先ほど、土屋議員のほうから防災について、るるご質問がありました
けれども、やはり自主防災組織をつくっていくということでもありますし、５月７日に防災

士の資格の市町村の資格状況が掲載をされていたと思いますが、嬬恋村は１名ということで

あります。やはり自主防災組織を育成するに当たってはそういったところの、今年度群馬県

でもそういった研修会があるそうで、今までは東京都まで行かなければ研修が受けられなか

ったんですけれども、今回群馬県でも研修が予定をされているということでありますので、

業務継続計画も含めて、そういった自主防災も含めた検討をしていただき、やはり検討して

いただいた結果、どのような具体的な、当局として対策がとれるのか、また予算化をして、

防災士の資格をとるために約６万円ぐらいの予算がかかるということでありますので、そう

いった補助ができるかも含めて検討をしていただきたいというふうに思います。 

  それから、嬬恋高校の件に関しては、本当に進入路に関しては前向きに検討していただい

て感謝を申し上げたいと思います。また、全国募集をしているということでありますが、白

馬村は現在45名が全国で募集をして生徒として今、勉強をしているということであります。

現在、嬬恋高校では全国募集をしていますけれども、実際にはまだ実績がないという状況で
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あります。それはどうしてかなというふうに考えてみますと、やはり寮の問題とか施設の問

題等もあると思いますが、やはり村としてもきちんと寮生、寮の生活、また下宿先の問題、

そういったものの宿泊の状況、そういったところが支援が村としても今後必要ではないかと

いうふうに考えます。そういったところを、県立嬬恋高校ですので群馬県とも連携をしなが

らしっかりと村として助成をできる部分、こういった部分は村として補助はできる、また対

策として立てることができるという具体的な案をお示しいただきながら、今後取り組んでい

ただきたいと思います。その辺についてもう一度村長からお聞きしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 佐藤鈴江君の再々質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） まず、第１点目の件でございます防災士の関係が５月７日新聞に出た、

これも議員ご指摘のとおりでございまして、それもコピーとりまして、我が村では当面４名

までやろうということで総務課長にもう指示もしておるところでございます。費用もかかる

ということでございますけれども、他の町村がやっておる、我が村がやっていないと、こう

いうことはまずいと思っておりますので、しっかりと取り組みをまた指示してまいりたい。

また、消防のほうにもその件も話も既にしておりますので、消防団の皆さんともよく協議を

しながらしっかりと取り組んでまいりたいと思いますので、よい結果が報告できますよう取

り組んでまいりたい、こう思います。 

  第２点目でございます。白馬では現在四十数名の方が全国募集来ているということは認識

しておるところでございます。群馬県と協議をしたときに、村では議員の皆様方のご意見で

８万円、９万円、村が出してもいいだろうというご指摘を議員の皆さんからもいただきまし

て、県の教育委員会ともお話をしましたところ、県が２万5,000円しか出せないので、公立

高校、県立高校なので村長さんそれ理解していただきたいというご指摘、ご意見があったと

ころでございます。施設の問題等もいろいろ当然あるわけでございますけれども、日本に誇

る嬬恋高校のスケート部、輝かしい伝統のある高校でございます。また、プラススキーもワ

ールドカップなり高校の大会では入賞者も出てきている実態もございますので、行政面から

夏はキャベツ、冬はウインタースポーツ、こういうスタイルも非常にすばらしいことだと思

っておりますので、各論でこういうことができるか、こういうことができるかをもう少し具

体的に詰めまして、また議会のほうにもご提案を申し上げられますように努めてまいりたい、
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こう思っております。 

  また、県のほうともより一層協議をすることが必要だと、県立高校でございますのでしっ

かりとまた担当課長さんとも協議をしながら前向きに取り組んでまいりたいと思っています。 

  なお、群馬県スケート連盟の会長に今度狩野浩志先生がおなりになられまして、嬬恋村の

スケートクラブにも総会にお越しいただきました。その席で、リンクのほうの改修につきま

しては群馬県教育長のほうにも即話をして予算もつけるようにしますということで、それは

予算をつけていただく方向で現在進んでおります。これも県とも協議をお互いにしながら施

設面もご指導いただきたいと考えておりますので、県とも連携しながら取り組んでまいりた

い、こう思いますのでご理解をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 以上で佐藤鈴江君の一般質問を終わります。 

  休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３８分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（滝沢俶明君） 傍聴席の皆様、大変ご苦労さまです。 

  それでは再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◇ 伊 藤 洋 子 君 
○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の一般質問を許可します。 

  伊藤洋子君。 

〔８番 伊藤洋子君登壇〕 

○８番（伊藤洋子君） 日本共産党の伊藤洋子です。 

  お忙しい中、傍聴に来ていただきましてご苦労さまです。 

  先日、テレビ、新聞等で報道されて多くの方々が驚き、今後はどうなるのかなと心配され

るようなことが起こりました。皆さんもご存じのように高知県大川村ですが、現在の人口が

400人とのことです。取り上げられるきっかけになったのは人口が減ったことと、高齢化が
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進み、議員のなり手がなく、議会の存続が危ぶまれるということでした。全国にはこのよう

に議員のなり手がなく、定数に満たない自治体が多いことも深刻であると伝えられていまし

た。その要因についてアンケート調査をした自治体の議会関係者のお話では、住民が議会に

関心を持っていない、議会は何をしているのか見えないということです。私は、改めて議会

のあり方、私議員としてのあり方を自問自答しました。多くの村民に信頼され、頼りにされ

る議会、議員を目指すとともに、村民が主人公の村政を求める立場で質問をします。 

  初めに、一般廃棄物最終処分場についてです。 

  昨年の12月議会の全員協議会において、今井牧野一般廃棄物最終処分場についての報告が

ありました。そのことで、近隣のキャベツ営農者の方々や小さなお子さんを持っているお母

さん方から、不安の声が寄せられています。夏秋キャベツ日本一を誇る嬬恋村は産地を守る

ために日々いろいろな形で努力をしております。今井地域における高原キャベツの営農を守

り、地域の方々の不安に応えるために３点質問します。 

  １つ目は、昨年12月６日の全員協議会における報告以降の経緯を詳しく説明していただき

たいと思います。 

  ２つ目として、今井牧野一般廃棄物最終処分場については２年ほど前でしょうか、前回は

議会に要望書として出され、審議の結果、反対多数で取り下げになった案件だということで

す。今回は事業者と牧野組合との契約なので議会にかけられることがないということは承知

しています。その上で村長の考えをお聞きします。先ほど述べましたように、高原キャベツ

の大産地である嬬恋村の問題です。そして、手続の過程では村長の考えを上げる意見書提出

が何回かあります。この意見書は県の判断に大きく作用するのではと考えるところです。村

長は意見書提出前に議会の意見を聞く考えがあるのかどうかお答えください。 

  ３つ目として、最終処分場の設置を進める業者は日本各地の廃棄物を搬入してくるようで

す。このことは、どんなごみがどのように処理されてくるのかわからないので、ますます不

安が増してきます。こうした不安については手続上配慮されず、廃棄物処理法や県の基準に

沿っていれば設置は許可になります。そこで大事なのが村の姿勢です。村長が意見書提出す

るときに高原キャベツの産地を守ることができるかと不安を持っているキャベツ営農者の声

や、嬬恋村のキャベツ産地を取りまとめている嬬恋村農業協同組合の意見を聞いてほしいと

思います。村長の考えをお聞かせください。 

  通告書に、最終処分場が近くにあるために野菜の値段を低く抑えられたということがある

ようですと書きましたが、再度調べたり確認したところ、東日本大震災のときに花豆の買い
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取りを５年間拒否された。それは風評被害によるものですけれども、それにより大変困った

という方がおりましたので、ここで訂正もさせていただきながら風評被害の怖さを指摘して

おきたいと思います。花豆は放射線量が高かったわけではありません。先日、農協にお聞き

したところ、あのときはキャベツもわずかですが風評被害の影響があったということを聞い

てまいりました。風評被害の実証は難しいことですが、影響は大きくあらわれやすいという

ことがここで表明されます。嬬恋村の産地がそうなってからでは間に合いません。そうなら

ないようにキャベツ産地を守る立場で、誠意ある答弁を求めるものです。 

  ２つ目の質問に移ります。西部地区にも保育園をについてです。 

  嬬恋村まち・ひと・しごと創生総合戦略では、西部こども園の設置は平成31年度以降に計

画されています。戦略の中に基本的方向として、「安心できる子育て環境の整備」と「子育

てと仕事の両立を推進」のこの２つが上げられています。村は昨年度より子供にかかる費用

が無償化になり、子育て世代の多くの方々が大変喜んでいます。喜びの声を二、三紹介しま

す。あるお母さんは、無償化になったので少しゆとりができて、子供の体育着、ジャージの

上下をお金の心配せずに買ってあげられた。あるお父さんは、久しぶりに家族そろって外食

に出かけることができた。また、あるお父さんは非常に助かっていますというので、私がそ

れじゃ、子供のために少し蓄えることができたかなと聞き返すと、うーん、そこまではでき

ませんという答えです。子育て世代の方々の暮らしは決して楽な状況ではないということを

感じたところです。 

  子育て中の親御さんたちは、子育てにおいてこうなったらもっといいなという考えも育っ

てきています。それは、先ほどの声にもあるように、少しでも暮らしをよくするために子供

を預けて働きたいという気持ちです。ところが、西部地区の方々は小さなお子さんを東部こ

ども園まで連れていくことが、親にも子供にも負担となって諦めたという声も聞きます。ま

た、預かり保育をお願いするときに、保育園というか幼稚園側の体制が整っていなくてお断

りされたということもあるようです。子育て支援の本来の目的は少子化、人口減少対策です。

今述べたことが現実に起こっているとしたら、何とか対応を考えることがさらなる子育て支

援となり、少子化、人口減対策になると考えます。西部にも保育園部を設置することに対す

る村長の考えをお聞かせください。 

  以上、誠意ある答弁を求めて私の質問を終わります。 

○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 
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〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊藤議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。 

  第１点目でございますが、一般廃棄物最終処分場についてのご質問でございました。 

  まず、第１点目でございますが、昨年の12月議会では事前協議書が県へ提出されたことに

伴いまして、関係機関による現地調査が行われたことを議会にご報告させていただきました。

その後の経過でございますが、群馬県による事前協議書の補正作業が進められ、平成29年３

月31日に公告となり、４月１日から１カ月間の縦覧期間を経て、先月５月15日、16日に周

辺地域住民に対する説明会が行われたと承知しております。 

  次に、今後議会に諮られることがあるのかというご質問でございますが、今後、周辺地域

住民等は生活環境保全上の見地から意見書を知事に提出することができます。その意見書に

対して協議者は見解書を知事に提出することになります。協議者から見解書が知事に提出さ

れますと公告が行われ、周辺地域住民等は見解書に対して生活環境保全上の見地からの意見

書を提出することができます。同時に村長に対しても写しが送付され、同様の見地から見解

書に対する意見が求められます。見解書に対する意見書の提出に当たりましては、事前に議

会に対しまして説明させていただきたいと考えております。 

  次に、３点目の意見書提出に当たっては、議事録とともに県に提出されます説明会実施報

告書と同じものが村にも示されますので、地元営農者の方々の意見はそれで把握できると考

えております。周辺地域住民以外でも利害関係が認められれば意見書を提出することも可能

でございます。今後の手続の中で村長が求められる意見といたしましては、前述のとおり原

則協議者が提出した見解書に対する生活環境保全上の見地からの意見となりますが、提出に

当たりましては生活環境保全上の見地以外の意見も集約し、意見書を提出したいと考えてお

りますのでご理解賜りますようお願いいたします。 

  続きまして、西部地区の保育園の件でございます。 

  この関係は、昨年の12月議会においても伊藤議員から質問されております。その際に教育

長から、利用者ニーズを把握した上で今後十分に検討していきますという回答をさせていた

だいておるところであります。このことを求める声があることは十分承知しておりますので、

東部こども園のさらなる充実策や今後の少子化傾向による利用者数の把握等を踏まえまして、

継続して十分に検討させていただきますのでご理解をお願いいたします。 

  以上、回答とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の再質問を許可します。 
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○８番（伊藤洋子君） 先ほどの村長の答弁では、まず２点目の質問で、議会にもその意見書
を上げるときには説明をしたり声を聞くというふうに私は受けとめました。そこで、私たち

議会も言える場があるのかなとちょっと安心しましたけれども、まず２年ほど前に一応議会

では反対多数で否決されたということも頭に置いてほしいと思います。 

  さて、私はこのことが起こってから現地を視察してみました。そうしましたら、道はかな

り狭いし、どこから搬入されるのかなということも心配になりますし、あとオツムギ川とい

う川がありまして、その下のほうでお米をつくっていたりいろいろしているということでは、

最終処分場ができるということでそういう不安もあるんじゃなかろうか、あそこでは以前に

は蛍も飼っていたこともあったりして本当に自然が守られている場所だということで私は見

て歩きましたけれども、そして現実に現地の声も聞きますと、事業者の人たちはトラックの

台数が１日20台と決まっているのに50台、60台という、走っているということを今現在前

口では。それなので、私は県のリサイクル課にも電話をしてそれを守らせるのが県の仕事で

はないかということでお話ししたら、守らせるようにしますということでその後少し台数は

減ったようですけれども、やっぱり黙っていたらだめだということで私たちは声を上げてい

かなければいけないということを感じているところです。 

  そこで、村長に再質問としてなんですけれども、先ほど花豆の風評被害のことを言いまし

たけれども、やはり風評被害は現実に手続上では難しいというのは、私もいろいろ弁護士と

相談しましたら、産業廃棄物法とか県の基準に書類がそろっていればもう許可になる可能性

のほうが高いということで言われたので、風評被害のことはなかなか言えないときに村長の

姿勢が大事だということで特にお願いしたいんですけれども、もしも風評被害が起こったと

きに今、本当にネット上ですぐぱぱぱぱっと広がるような世の中なので、もしも最終処分場

のそばにキャベツをつくっているとか、事業者さんの車が本当に走っているところにキャベ

ツと一緒にそういうトラックが走っているとか、そういうものがネット上に載せられたとき

に本当に高原キャベツ産地がどうなるかということがあるので、１点、村長にそういうこと

にならないようにするためにはどうしたいかということが、どっちをとるかというと変な言

い方ですけれども、産地を守るために全力、全身全霊でやっていただけるかどうかというと

ころが１点の質問と。 

  それから、私たちは鹿沢のところにもちよだ・つま恋の森ということで二酸化炭素を減ら

そうというんで森林を守ったり育成したりしようという活動もし、千代田区ともそういう契

約を結んで、本当に森林を守ろうと言っているときに、私は群馬県も森林県ぐんまってやっ
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ているような県なんだから、そこら辺で県と相談して牧野組合の皆さんが高齢でなかなかで

きなくなったということで大変だからってそういう状況になったときに、もっと手だてとし

て森林活用のほうで何か手だてができないのか、その辺を研究してみたのかどうか、その２

点についてまずお聞きしたいと思います。 

  それから、西部地区に保育園をというのは村長もいろいろお母さん方の声を聞いているよ

うですけれども、私も先日、子育てママたちのお母さんたちにちょっとお話ししたときに、

何か85人ぐらいのお母さんたちで意見をまとめたのを村長にも出して、私たちもそういう声

を上げましたけれどもと言うけれども、そのときにその85人のお母さん方に応えてあげたの

か、そして村の総合戦略の中で31年に検討するってなっているけれども、そういう声がある

ときに検討してこれこれだからできないとか、２年後にはできるとか、やっぱりお母さんた

ちの声としは今やっていただきたい、村はすごい子育て支援をやってくださって、村長も憲

法26条の教育の無償化を本当に宣言してくれてやっている、そこには感謝の気持ちがいっぱ

いあるんですけれども、でも先ほど言ったようにもう少しゆとりを持ちたいというので預け

られたら働きたいというお母さん方が現実にいらっしゃるし、ここは観光地ですから本当に

預けるのも夕方までという希望も多いけれども、そうした一つ一つの声に応えているのか、

そういう要望が出たときに誠実に応える機会を設けたのか、その辺がやっぱり村の姿勢にな

ると思うので、その２番目の質問では西部地区に保育園をというのは切実なんですけれども、

そうした点についても答えていただければと思います。 

  以上、再質問です。 

○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の再質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊藤議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、第１点目でございますが、風評被害、最終処分場ができた場合の風評被害の件、そ

れから産地を守る件等についての見解を求められたところでございます。 

  風評被害が出れば弱るなと、これは誰もが共通する認識だと思っております。また産地を

守る、これはもう第１次産業、嬬恋村の基幹産業はキャベツ産業でございます。第１次産業

を守る、このためには今までも努力をしてまいりましたけれども、今後も行政の立場からは

しっかりと産地を守る政策を遂行してまいりたい、こう考えておるところでございます。 

  また、今井区の牧野組合さんのほうでは相手の会社と土地を売るという合意ができておる
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ということもございます。それから、最終決定権は私にあるのではなく県にあるわけでござ

います。県には県の規則がございまして、その規則にのっとって県は粛々と、今、業者と地

域との間に入って手続を進めておるというのが現状でございます。 

  昨年の11月でございますか、嬬恋村、長野原町、草津町、担当者も県の指導で全部出てい

ただきたいということで、嬬恋村からも七、八人、長野原、草津町からも役場の担当も出て

現地調査をやってきたということでございます。その後、やっぱり３月31日に公告を県がし

たということでございます。 

  また、地元説明会ということで先ほども説明させていただきましたが、地元では２日間に

わたって説明会があったわけでございます。それに対して県のほうに説明を受けた方々は、

意見書を提出できるという状況になっております。多分意見は、いろんな意見出ておるであ

ろうと想定をされるところでございますが、それにつきましては県のほうから私どものほう

に、また最終的にもう一度説明会をやるように伺っておりますので、もう一度説明会が終わ

れば、その説明会が終わった１カ月以内に地域住民、利害関係者は意見書を提出することが

できるという手続になっておりますので、意見書を県のほうに提出する手続があると思われ

ます。それが終わりますと、村に対しまして、私に対して県から意見書を求めるということ

で過去の経緯も含めて資料が来ますので、その折には議会のほうに説明も申し上げまして意

見を伺って最終的な意見書の提出という手続になるかと思っております。 

  いずれにいたしましても、説明会の結果の状況を担当の、実は説明会にも出させました。

状況の把握と言いますか概略は認識しておるつもりでございますが、手続は手続で今やって

おりますのでそれに対する考え方はまとめていくべき時期に来つつあるんだと考えておると

ころでございます。したがいまして、手続に時期が来れば議会にもご報告申し上げ、意見を

賜りながら最終意見書を提出という手続になるかと思っております。 

  それから、第２点目でございますけれども、西部こども園の件でございますが、村の計画

では平成31年度以降検討をしますという状況になっておるわけでございます。現在も西部の

地区の、特にお母様方から鎌原まで通うのが遠いという意見もございます。それから、無償

化したことによりまして保育のほうに預ける方も、人数も若干ふえておると。 

  それから、現実的な現場の話をちょっとさせてもらいますと、保育士が現実ちょっと不足

しておって、募集もかけておるわけですがちょっと足りないなというようなことの現場の状

況もございます。今後、子供がさらにまた少なくなってくるという状況もございますので、

本年度、来年度、しっかりとお母様方のニーズ、地域のニーズを勘案しながら、また人的な
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配置も可能かどうか、これも踏まえまして人材が確保でき、地域の要望が非常に多いと、ま

たお母様方の要望も非常に強いという状況であれば、平成31年度以降に前向きな検討を加え

てまいりたいと思っております。今日的な現実的な課題が現在ございますのでしっかりと把

握しながら対応してまいりたいと思っております。子供たち、若いお母様方が安心して育て

る村に議会の皆様方の意見も慎重によくお聞かせ願いながらしっかりと対応してまいりたい、

こう思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の再々質問を許可します。 

○８番（伊藤洋子君） 今、村長はまた手続上のことを言いましたけれども、私のお聞きした
かったのは、風評被害というのは今のこのネット上の中では広がってしまったら大変なんで

す。だからそれが広がらない、何とかそうならないように村長としては産地を守る取り組み

をしていますというのは、私も先ほどちゃんと認めて日々取り組んでいるというふうに話し

させてもらったんですけれども、やっぱり大切なものをどう守るか、キャベツ産地という大

切なものをどう守るかという村長の姿勢を聞きたいんです。水の問題もある、下流のところ

には。そういったときにどうやって大切なもの、キャベツ産地というものを守るには、嬬恋

村の名前がふとネットに出てしまったら本当に広がりは早いのは村長もネットを使っている

のでわかると思うんですけれども、そうなってからでは遅いから、そうなる前に村長の姿勢

はどうなんですかということを私はお聞きしたいんです。 

  やっぱり本当に、先ほど太陽光のこともあったけれども、現地にかかわっている人は眠る

こともできなかったりして日々忙しい中でも悩んで、どうしようかというそういうところに

寄り添った村長の考えを私は聞かせていただきたいと思うので、再度やっぱり大事なものを

守る、嬬恋村の大事といったらやっぱり観光と農業で、キャベツとやっぱり観光の部分の森

林とか緑とかだと思うんですけれども、そこを村長としてはどう守ろうとしているのかとい

うその姿勢、考えをきちんとお聞きしたいと思います。もしも風評被害が起こってしまった

らもう大変だと思うんです。産地としては農協含め営農者の方々も。そこで私はそこをお聞

きしたいので、もう一度村長の強い気持ちを聞かせていただきたいと思います。 

  それから、西部地区の保育園のほうは平成31年というのは私も総合戦略を見ているので承

知しているんですけれども、ただ若いお母さんたち、子育て中のお母さんたちはおかげさま

で働きながら子供預けたいという思いになって、それはやっぱりすごくいいことだと思うん

です。それこそ国も一億総活躍社会と言っているくらいなんだからそれはよしとして、それ

ではそこにどう村として応えてあげるか、今が欲しいわけです。それが31年になったらます
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ます、例えば今お子様を産める体の方も、もしかしたらもう産むことができなくなるかもし

れない、事情が変わるかもしれない、だからそのときに必要なことをどうやって、やってあ

げるかなんです。31年ではなくて、それを私は村が検討して、でも今こうこうこうでちょっ

と村はあと来年になるんですよとか、そういう村が検討した結果を要望を上げたお母さん方

に応えるのが村の姿勢だと思うので、その点についてお答え願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（滝沢俶明君） 伊藤洋子君の再々質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 最終処分場の件でございますが、村長の基本的な産地を守るその考え

方を再度お聞かせ願いたいというお話でございました。 

  何回も申しますが、基幹産業であるキャベツでございます。何としても行政上もできる限

りの支援もしていくし、また今後におきましても特に農業のその整備事業の予算も少しずつ

でございますが回復しつつありますので、かゆいところに手が届く行政をしっかりとしてま

いりたいと思っております。 

  あわせまして風評被害について出ては弱ると思うのは誰も当然でございます。そういう中

で、もし意見書を求められるときが来れば、今までも風評被害という話が地元の説明会でも

出たというふうにも承知をしておるところでございます。それに対する今後のあり方という

ことで業者のほうもそれに対する回答といいますか、そういうものも若干述べておるという

ふうにも伺っておるところでございますが、いずれにいたしましても県のほう、手続上、最

終的には県が決めることでございますけれども、私も責任がないとは毛頭申しておりません。

したがいまして、手順に従いまして県のほうからの意見書の提示を求められれば議会にも経

緯をしっかりと説明し、議会の意見も尊重しながら最終的な意見書の提出をしてまいりたい

と思っております。 

  また、先ほどもちょっと触れましたけれども、あそこに土地を売却するという牧野組合の

意思決定もあるというのも現実でございます。もちろん反対する人もおりますし、賛成して

いる方も多くいるという現実もございます。その辺も十二分に踏まえながらしっかりと対応

してまいりたい、こう思っておりますのでご理解いただきたいと思います。 

  第２点目でございますが、先ほど申しました平成31年度以降検討するという予定になって

おるわけでございますが、アンケート結果は、先ほど最初に答弁させていただきましたよう
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に今、保護者から２名の方しかいなかったというお話も伺っておるところでございます。ま

た、それ以降、農協さんの過日のフレッシュミセスの会合等も60名ほどの若いお母様方が農

協さんのほうの会合に出ておられまして、そこでもいろんなお話を聞かせていただきました。

何人かの方はあればいいねというお声もあったのも現実でございます。やっぱりニーズがど

れだけあるのか、そして西部のほうに20人いるなんてことになれば保育士が今、不足してい

るわけでございますので、現実をよく把握しながら必要ならば必ずやっていきたいと、こう

思っておりますので、しっかりと調査をしながら進めてまいりたい、取り組んでまいりたい

と、こう思っておりますのでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（滝沢俶明君） 以上で伊藤洋子君の一般質問を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────  
◇ 大 野 克 美 君 

○議長（滝沢俶明君） 続いて、大野克美君の一般質問を許可します。 

  大野克美君。 

〔１２番 大野克美君登壇〕 

○議長（滝沢俶明君） 質問をお願いします。 

○１２番（大野克美君） 許可を得まして、一般質問をさせていただきます。 

  私20年ぐらいやっているんですけれども、最近こういう介護とかそういうようなものが観

光のほかに非常にふえてきているんです。その理由は何かというと、今後この研修生さんと

かそういうのが非常に必要になってくる、そういうふうに思えるからです。 

  それで、きょうもちょうど役場へ来てずっと最初見たら、きょうの嬬恋村の人口が9,975

名だったかな、きょうで。そういうふうにあるんです。それで、皆さんの、今、私がやって

いる配ったところなんですけれども、外国の人が今、嬬恋村にどれくらいいるかというと大

体300名ぐらいいるんです。それで一番左の技能研修生というのは、ここは大体農業の方で

す。大体が。262名とか技能研修生２年目が大体17名、それで特定活動（注１）って書いて

ありますけれども、ワーキングホリデーとか、あと経済協定に基づく外国人看護師、あるい

は介護士、福祉士、こういうのを全部入れると262名、17名、27名、全部入れると300名で

すか。嬬恋村が約１万人とすると今３％ぐらいいるんです。 

  それで、これちょっと話が、なぜこういう研修生が、あるいはそういう人たちの力が必要
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になってきたかということをちょっと説明しますと、日本は今、非常に安倍さんなんかがア

ベノミクスとか言っていろいろ経済成長したいと思うんですけれども、とにかく少子高齢化

で働く人が本当にいなくなってきているんです。ですから、なかなか成長しようと思っても

できないのが現実です。それで試しにちょっと世界と比較するんですけれども、外国人が一

番比率が多いのはどんな国が例えば多いかというと、ヨーロッパは今よくテレビで見ますか

らドイツとかそういうところに移民の方が行きますよね、テレビでもよくやっていますけれ

ども。それで、外国人の比率が一番高いのはヨーロッパの中の多分ベルギーです。ベルギー

なんかは人口の47％がもう外国の方です。それで、あとはＧ７といわれる日本を含めた経済

の比較的発展している国です。そういう人たちは外国人の比率がどれくらいいるかというと

大体２割前後が多いかと思います。20％ぐらいです。日本では、じゃ、その外国人比率が一

番多いところってどこかというと、実は群馬県の大泉とか太田です。ああいうところですと

大体２割ぐらい今もう外国人の人が入っているんです。嬬恋は今、私が言ったように300人

ぐらいですから今だと大体３％ぐらいでしょうか。 

  それで、なぜこんなような状況になってくるというと、先ほど言いましたように、圧倒的

に少子高齢化によってとにかくこの働く人が非常に少なくなっているんです。それでこの現

象はアジアでもずっと実は起きていて、例えばシンガポールとか韓国、あるいは台湾もそう

なんですけれども、とにかく若い人で働いてくれる人がどんどん少なくなっていくので、み

んなどこ行ってもどこに働いてくれる人がいるんだという、そういう状況です。 

  それで、私なぜこんなに重要に言うのかというと、今の景気とか見ていても辛うじて嬬恋

の中でも比較的、それでも景気がある程度いいかというのは実は農家さんです。それで農家

さんがなぜ成り立っているかというと２つの柱になっていて、１つは今のパイロット計画で

非常に大きな耕作地を持っている。これが豊かさの源泉の一つの柱です。それでもう一つは

この技能研修生が働いてくれるというのが実は大きいんです。ですから、もし技能研修生の

人が嬬恋村に何かの問題が起きて来てくれないとかというこういうふうになっちゃったら、

今の嬬恋の農業は果たしてもつかどうか。これはわからないです。 

  ですから、今はもちろん嬬恋の農家さんもいいですし、また観光でも農家さんと同じよう

な状況が起きて、そういう働く人が少なくなっている。それで、なぜ少なくなっているかと

いうのを見ていろいろ聞いたりしてみると、東京なんかに皆さんもよく行くと思いますけれ

ども、ああいうセブン－イレブンとかああいうところで公表は大体自給で今1,000円ぐらい、

それで大体実態からすると1,200円とか1,300円ぐらい払わないとやっていけないというの
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が状況です。ですから、そういう研修生さんが例えばうちのほうにいてもどこかほかに行っ

ちゃうとか移って行っちゃうというと、非常にこの大きな問題になってくるんです。ですか

ら、この技能研修制度がとにかくうまくいってもらわなければ困ると、それが私の思ってい

ることなんです。 

  昔、村長は村長になる前によく言っていたのは、もし嬬恋村が人口１万人ぐらいを割るよ

うであるならば、私は率先して市町村合併とかそういうことについても積極的に行っていく

という、そう最初言っていたんです。いつの間にかもう１万人超えてきて、きょうもさっき

言った9,975人。それで今言った、仮に300名です。外国の方。これ実態に除けばもう9,300

か400ぐらいですか。どんどん人口が流出していくことによってどうですか。三原からいろ

んなところでみんなシャッター通り的な、そういう現状になってきていますよね、今、村を

見ていると。ですから、完全に少子高齢化、そういうところにある意味で、村長３期やって

いるんですけれども、この人口の歯どめに対する政策がほとんどなっていないということで

す。ある意味で破綻しているというか失敗しているって、ちょっとオーバーに言うと私はそ

う思います。 

  なぜそう言うかっていうと、ほかの軽井沢とかそういうところでは政策の打ちようによっ

て１万五、六千人のがもう２万人を超えだしているんです。軽井沢なんかでも。ですからそ

れはやっぱり、魅力があるところには人は集まるけれども、魅力のないところはみんな流出

していくわけです。ですから、とにかく村がよくなったりいろいろしていくには、人口がふ

えなきゃいけない、私個人の考え方すれば、そういう研修生さんなんかが来て村の人と結婚

したりして、それで子供さんがふえてくれたり、そんなふうになってくれればもっといいな

と、こういうふうに思っています。 

  それで、その次に、じゃ、どうしたら対応していけばいいんですかということですけれど

も、それで、村長に基本的に３つぐらいちょっと考えていただきたいと思っている質問があ

ります。 

  １番目は、この研修生及び人が、働き手が少なくなってきている。そういうことに対して

この必要性、そういうことに対しては村長自身がどれくらいの危機感とか姿勢を持っている

かという、それについてまず１番目は述べてほしいと。 

  それで、今私が言っているのは将来の研修生を考えると、この今言った農業、観光でも、

今度第３の波で一番嬬恋村に今後七、八年の間に起きてくる中では、介護の人材なんです。

その介護の人材が来るんで、これ業界では介護3.11、あの東日本大震災と同じように介護
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津波と言うんです。介護津波がやってくる。なぜ介護津波がやってくるかというと、もう今

の団塊の世代の人が今70なんですけれども、七十五、六になると大体どこか調子悪かったり

病気になったり、あるいは２人のうち１人ががんになる。家族の中で誰かが面倒見なきゃい

けない。そういうときにその人手と人材がいなくなってくるんです。特に介護の分野は、名

前は介護ですけれども、実態から見ると下の世話とかそういうことを実際に誰がやる、家族

で何か起きたとき誰がやるんだという、こういうのは非常に深刻になってきます。ですから、

さっき言った防災のことも出ていましたけれども、その介護津波が来るその前にどういうふ

うに介護津波を防ぐか、その防波堤をつくらないと今後非常に大変になります。ですから、

ここの表の中に今、数字が出ていました。262名、17名、27名、でもこの右のところに、今

度、介護の人材というのが恐らくここではこの農業の技術研修生のほうの数ほどはいないと

思います。だけれども、かなり、誰か家族で働けない人、都合が悪い人いると相当必要にな

ってきます。ですから、その準備をこれからしていただきたい。 

  それで、先ほどこういろいろ質問してくると、何か問題が起きてからいつも考えると。村

長の姿勢は。だけれども誰か言っていたように、問題が来る前にどういうふうに準備をする

かというのがそれが村長の仕事でしょうと。あるいは私たち含めて議員もということですよ

ね。そういう介護の人材がもし今後六、七年の間に誰もそういうことを準備していなかった

って言ったら、これは誰の責任ですか。村長及び議員とかそういう人たちが、来るべきそう

いうことに対して備えをしていなかったからこんなに今、大変になっているんだという、そ

ういうふうに村民さんその他は多分言うようになってくると思います。ですから、そういう

ことに対して今後準備していかなきゃいけない。 

  それで、今、村では農業の研修生に関しては農林課、観光に関すると観光課、それで今後

介護のことにくるとこれは福祉ですね。ですからこういう重要な案件がやってくるとき、こ

れを村の行政としてはどういうふうにまとめて今後対処していくか。本当は何か研修生か、

名前は何てするかわかんないですけれども、外国の方が来て働いたりしてくれる課、その課

が何かやっぱりひとつ専門に誰かが今後やっていないと私は大変になると思いますんで、そ

の辺はどこの課が総合的に考えてやっていくのか、その辺をちょっと村長何か考えがあるか、

村長でなければ福祉課長でもいいです。一番近いところで。その辺で答えて。でも、一番は

やっぱり村長が来るべきものについて考えていなきゃいけないわけですから、やっぱり基本

的には村長に答えていただきます。 

  次、３番目、それで今、研修生、あるいは技能研修生でビザの問題なんですけれども、大
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体いられるためにどういうふうになっているかというと、例えば１年なら１年のビザですと、

農業の方たちに見ると６カ月くらいやってまだまだ４カ月、５カ月余っていることがあるん

です。そうすると、ビザがちょうど切れる前に誰かが来て、ビザが切れちゃうけれども、あ

なたのビザ１年間あるのにまだ５カ月余っていますよと。だから私がどこか就職探してあげ

ますからと言うと、そういう人たちは大体東京へ行っちゃったりほか行ったりして、嬬恋村

の、本来は中国とかベトナム、インドネシア帰らなきゃいけないんですけれども、そこへ居

座っちゃうんです。そうすると出入国管理事務所から見るとそういうことに対して嬬恋村し

っかりできていない、そういうことになると、じゃ、こういう研修生はやめにしようとかそ

ういうことになってきます。 

  それで、その現実があらわれたのは最近では川上村です。川上村もすごい研修生多かった

んですけれども、そういう技能研修生がみんな約束を守らないで居座っちゃってみんな逃げ

ちゃうんです。だから川上村は研修生はとっちゃだめですと、このくらい厳しく言ってくる

わけです。ですけれども、もしそういうことを失敗したりして、そういうことが嬬恋がなら

ないとは思いますけれども、川上村みたいに逃げちゃったりする人がかなりふえると、これ

はとめられますから大変なことになると思います。ですから、その辺に関してもどういうふ

うに対策を持っているか。 

  また、ちょっと中長期的に見ると、村長が言っているように農業と観光、それを特別区に、

特区にして、それで行き来が自由にする。一例ですけれども、農家で仕事が終えたら、じゃ、

その冬のときは観光のところで働けるとか、そういうふうにする。あるいはほかのチャンス

を与える。でもこれはもう農協さん１つでやってできるような話じゃないんです。国の法律

とかそういうものですから。だから、そういう現場の声とその法律がちょっとずれが起きた

りしている場合は、議会とかそういうことが中心になってこういう制度よりこういうふうに

変えてください。農業特区、観光特区でこういうふうにしてくださいというそういう陳情を

開始しなければいけないわけです。村長が考えている農業、観光特区ですか。また、将来こ

れから３年、４年に対して今、私が言ったようなこと、そういうことに対してこれからどう

対処していくか、それをちょっと述べていただきたいと。 

  以上です。終わります。 

○議長（滝沢俶明君） 大野克美君の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 



－65－ 

○村長（熊川 栄君） 大野議員の一般質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  日本全国、今のままの出生率1.4％ですか、特殊合計出生率がいった場合。平成40年には

8,000万人に人口が減りますと。今現在日本の人口は１億2,700万人でございますが、これ

が１億人を切って8,000万人ぐらいまで人口が減少するという統計があるわけでございます。

これは嬬恋村だけではなく全国的な規模の話でございます。 

  嬬恋村内においてほかの町村と比べますと、人口減少率が若干ほかよりは低いというのが

現状でございます。今後さらに議員の皆さんとも協議をしながら一人でも多くの子供が安心

して暮らせるように、未来に希望の持てるような政策を打っていきたいと思っておるところ

でございます。 

  ３月14日でございますが、日本農業新聞に、特区で外国人農業就労者解禁という記事が出

ておりました。農協さんから、専務さんから連絡がありまして、今、組合長と話ししている

んだが、これは村長、行政マターだなと。私もちょうど新聞読んでおったところでございま

す。即、県のほうにも連絡を申し上げまして、農政部の今、部長になられました当時副部長

でありました渋谷さんに、翌日担当課長も一緒に行って、あと高橋農政課長とも情報交換を

させてもらいました。大きな流れは、国が法律をつくって農業研修生の特別区、特区を指定

するという流れがあるということでございます。その場合は研修生３年から５年間、同じ地

域内であればほかの業種に入っても、同じ地域内であればいいという話もございました。そ

の間、昭和村さんのほうも群馬県内では特区に申請ということで、独立行政法人が最初手を

上げたという話を伺いまして、昭和村のほうにも担当課長と県のほうの担当者も一緒に行っ

て勉強を重ねてきたところでございます。 

  特に嬬恋村農業につきましては、現在約260名の農業研修生が入村しておるわけでござい

ます。主に約６カ月ということで４月、５月から10月、11月までという期間でございます。

これが特区になった場合には３年もしくは５年間大丈夫ですよと、また自分の国に、例えば

でございますがインドネシアに帰って、また来て翌年も働いてもいいですよという規制緩和

をしましょうという農業研修生に対する特区ということを、今政府が検討しておるというこ

とでございます。本年度内に制度設計をして来年度から実施したいと政府は交渉しておった

ところでございます。今後におきましても嬬恋村にとって農業研修生のお力なくして生産、

それから生産管理、あるいは出荷、特に出荷の場合には研修生の力なくして現実的には出荷、

なかなか厳しいという現状がございますので、この特区につきましては嬬恋村独自でも申請

をする予定でございます。群馬県と共同でも二本立てで嬬恋村は特区の申請を時期が来れば
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申請をしていきたいと、農業研修生については現在考えておるところでございます。 

  また、農協さんとも担当とも逐次連絡を情報交換しながら、また県の指導も仰ぎながら嬬

恋村は二本立てでいきたいと考えておるところでございます。 

  それから、観光関係で推定で今27名前後の方が嬬恋村内に入っております。ビザは普通３

年ということで入ってきておるわけでございますけれども、とくに農業研修生につきまして

は農協さん、あるいは商系さんの皆さんも長野原の警察さんのほうでピースマインド協議会

という組織もつくったりして警備課のほうはしっかり管理をしておっていただいておるとい

うようなこともありまして、なるべく問題の起きないようにしっかりと指導もしていただき

ながら管理しておる。加えまして、観光関係ですと27名でございますが、そういう組織がな

いわけでございます。長野原警察署管内のピースマインド協議会の中では、推定ですけれど

もピーク時農業研修生が入ってくると400名以上の外国人研修生が入っておるというのが実

態でございます。特に警察の皆さんの意見も聞きますと、不法滞在者が法務省入国管理局で

は非常に問題になっておるという状況があるそうでございます。不法滞在者の多くは観光の

面で入ってきた方のほうが多いのが現実だというお話も聞いたところでございます。今後、

警察行政ともしっかりと情報交換をしながら、村内における農業及び観光の外国人研修生に

ついてはしっかりと情報交換をしながら、またしっかり人も把握させていただきながら、ま

た指導すべきことがあれば交通のルールや、あるいは社会の通念上のルールなども、鋭意、

よく協議をしながら、管理と言っては何なんですけれども、研修生の政策を対応してまいり

たいと、こんなふうに思っております。 

  また、農業、観光以外で、大野議員が2025年介護問題、団塊の世代が75歳になった場合

以降が本当に問題だよというご指摘がございました。今ご存じだと思うんですけれども、例

えばございます特別養護老人ホーム介護担当がおるんですが、Ａ特老とＢ特老とＣ特老とあ

るんですけれども、人が足りないものですから給料を上げる、ここは20万円でこっちは21

万円にしましたというと、20万円のところから21万円にそっと二、三人抜けちゃって移動

するというようなことがあると、一気に移動すると特別養護老人ホームが管理できないとい

うような社会現象も実はあります。そんなこともありまして介護に対する人材は非常に不足

しておるということでございます。厚生労働省のほうでも介護の人材については現場のほう

は給料上げなさいよと、特別養護老人ホームのほうの役員報酬等は少し抑えなさいよという

政策をここ２年ぐらいとってきておるわけでございますが、介護の職員の給料を１万5,000

円上げるとか、こういう政策も現在、政府は政府でとっておるところでございます。村とい
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たしましても農業、観光面だけではなく介護面についても包括支援システム、こういうもの

もしっかりと勉強し、介護や高齢者関係の医療関係も含めまして社会全体で、今、計画をつ

くっておりますので、その介護まで含めた形の人材も含めた形をその計画の中にしっかり勘

案しながら取り組んでいくべき必要があると。 

  また、外国人研修生の関係で、介護の人材ということも政府のほうでは入国管理局、ある

いは厚生労働省のほうも労働力人口の話でテーマに上っておるようでございます。政府の動

向もよく注意しながら、また村は村で独自に、その来るべき時期が来る前に大野議員のご指

摘のとおり介護についても人材確保をしっかりやっていく必要があるなと、こう考えており

ます。 

  ビザの関係で最後ありましたが、現在は３年ビザが原則で、外国人研修生、特に太田の工

業関係は中小企業団体中央会を通してもう何万人も群馬県内にも入っております。農業研修

生については昭和村、嬬恋村が中心でございますけれども、ものをつくる製造業の関係では

もう中小企業団体中央会を通じた形の研修生は相当何万人ももう入っておるのが現実でござ

います。これを政府のほうとすれば、農業は農業の特区でやりましょうと、観光については

現在が今ありますけれども、特に介護という新しいニーズ、需要が社会に必要性が生じてき

ておりますので、村でもそうですが県、あるいは国の情報もよく確認しながら村の計画の中

にも計画的に取り入れていくべき時期に来ておると思っておりますので、対応してまいりた

いと思っております。 

  それから、何課がするのかというお話でございましたが、現状では総合政策課、課がまた

がったところについて企画、調整を含めまして総合政策課が中心となって農林振興課、観光

商工課、住民福祉課等をまとめて庁内で考えてまいりたいと思っておりますのでご理解いた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（滝沢俶明君） 大野克美君の再質問を許可します。 

○１２番（大野克美君） 今、村長の答えを聞いていて、そういう必要性の認識は十分あると

いうこと、そしてできるならばその特区みたいなもので、ある２年か３年か、それがある程

度移動できる、これは多分すごくいいことだと思いますので、それを本当に実現できるよう

にぜひ力を注いでいただきたい、そういうふうに思います。 

  あと、介護のことに関しては、やっぱりこれからそういうことが非常に多いんです。です

から、東京なんかの病院なんか行くと、昔は全部医療のところだったんですけれども、１階、

２階、３階、４階、それで３階、４階は医療じゃなくて、今、介護に変えたりしているんで
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す。ベッドなんかも。ですから、今後そういう介護のことがとても必要な時代に入ってきま

すので、特に人材の確保、これには本当に力を入れて進めてほしいと、そういうふうに思い

ます。 

  特に答弁はいいです。 

  はい。以上。 

○議長（滝沢俶明君） はい。答弁は要らないということです。 

  以上で大野克美君の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎閉会中の継続審査申出について 
○議長（滝沢俶明君） 日程第４、閉会中の継続審査申出についてを議題といたします。 

  各委員会の委員長から、委員会における調査中の事件につき、お手元に配付しました一覧

のとおり、閉会中の継続審査の申し出がありました。 

  お諮りいたします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査に付することにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（滝沢俶明君） ご異議ありませんので、申し出のとおり決定されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
 

◎閉議及び閉会の宣告 
○議長（滝沢俶明君） これにて本会議に付議された案件の審議は全て終了いたしました。 

  よって、平成29年第３回嬬恋村議会定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時００分 
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